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▲コウノトリなどが舞い降りることのできるハチゴロウの戸島湿地

観察棟から望む

　４月２日、「ハチゴロウの戸島湿地」が城崎町戸島（円山川右岸側）にオープンしました。
　この施設は、コウノトリが舞い降りる豊かな湿地環境を保全し、その姿を間近で感じることに
より、コウノトリも住める豊かな環境や、人と自然の共生への理解を深めるために設置したもの
です。淡水湿地や汽水湿地のほか、管理棟や野鳥観察棟などを備え、湿地を体感いただけるよ
う工夫しています。その全容を紹介します。

《問合せ》コウノトリ共生課☎21-9017

●
戸
島
と
い
う
場
所

　

城
崎
温
泉
街
の
円
山
川
対
岸
に

位
置
す
る
こ
の
場
所
は
、
水
田
で

あ
り
な
が
ら
、
水
は
け
の
悪
さ
か

ら
秋
冬
に
は
多
数
の
野
鳥
で
に
ぎ

わ
い
、
も
と
も
と
湿
地
と
し
て
の

機
能
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
帯
に
は
山
・
川
・
湾
、

淡
水
・
湧
水
・
汽
水
な
ど
の
異
な

る
自
然
環
境
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
ま
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
動

植
物
を
育
む
生
物
多
様
性
の
宝
庫

で
す
。

●
湿
地
整
備
の
動
き

　

自
然
の
力
（
立
地
条
件
）
と
人

の
営
み
（
農
林
水
産
業
）
に
よ
っ

て
形
づ
く
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
貴
重
な
環
境
。
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
事
業
を
進
め
る
上
で
、

こ
う
し
た
固
有
の
資
源
を
守
り
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
動

き
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
識
者
や
住
民
代
表
に

よ
る
委
員
会
で
湿
地
整
備
基
本
構

想
・
基
本
計
画
を
ま
と
め
、
県
と

市
が
共
同
で
湿
地
の
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

●
多
面
的
な
活
用
を

　

整
備
後
は
市
の
施
設
と
し
て
管

理
し
、
①
「
円
山
川
下
流
域
に
お

け
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
拠
点
」、

②
「
湿
地
管
理
技
術
の
確
立
に
向

け
た
実
践
の
場
」、
③
「
環
境
学

習
や
観
光
の
拠
点
」と
し
て
な
ど
、

多
面
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
を
代
表
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が
ま

た
１
つ
増
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
来

場
く
だ
さ
い
。

▲戸島湿地に飛来したハチゴロウ（平成17年初夏）

【なぜ“ハチゴロウ”なの？】
　土地改良の順番を待つ戸島の水田
に、野生コウノトリのハチゴロウ(平
成14年８月５日に豊岡に飛来)が舞
い降り、そのことが湿地整備のきっか
けとなりました。コウノトリ野生復
帰事業の道しるべとなり、戸島湿地
を見出した功績を留めおくため、今
は亡き「ハチゴロウ」の名を湿地に
冠することにしました。

ハチゴロウの戸島湿地が
オープンしました！

ハチゴロウの戸島湿地が
オープンしました！
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コウノトリのペア営巣中！
　湿地内の人工
巣塔には、すで
にコウノトリの
ペアが営巣中。
３羽のヒナを育
てています。
　このペアは、
昨年、同じ巣塔
で３羽を巣立た
せた実績があり
ます。６月上旬
と見込まれる巣立ちまで、エサを運び、子育
てをするコウノトリの姿がご覧いただけま
す。一緒に応援しましょう！
※市ホームページのライブカメラから映像が

ご覧いただけます。

ハチゴロウの戸島湿地　（☎20-8
ハチゴロウ

560）
◇開場時間　午前９時〜午後５時
◇休 場 日　火曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　　　年末年始
◇入 場 料　無料（湿地の維持管理のための
　　　　　　ワンコイン募金に協力ください）

生態系のワンダーランド

▲プカプカと湿地に浮かぶ野鳥観察棟

▲大ナマズを食べるハチゴロウ ▲国内初！ 魚道＋起伏ゲート

楽々浦（ささうら）湾を介して円山川・日本海と
つながる汽水域。農業用水と山裾からの湧水
で満たされる淡水域。そして里山。いくつかの
異なる環境がコンパクトにまとまったこの地は、
さまざまな生きものや植物を育む生物多様性
の宝庫であり、生態系のワンダーランドです。

円山川下流域におけるコウノトリ生息の拠点
里山を背に立つ巣塔の前には、コウノトリの採
餌に適した水深の湿地が広がります。海水が
行き来する汽水路と、汽水域と淡水域をつなぐ
起伏ゲートを通って生きものは循環し、再生産
を繰り返します。戸島湿地は、円山川下流域に
おけるコウノトリの重要な生息拠点です。

湿地管理技術の確立に向けた実践の場
湿地管理の技術は世界でもまだ確立されてい
ません。また、まとまった面積の湿地を人為的
に管理していくような施設も多くはありません。
水門操作で水深を調整し、生きものの生息を
支える管理を行う。ここは、人の手を加えながら
自然の力を最大限に引き出す湿地管理の実
践の場でもあります。

環境教育のフィールド
コウノトリや他の水鳥たち、湿地で暮らす生き
ものや植物たち。さまざまな命を身近に感じら
れる戸島湿地は、環境教育の絶好のフィール
ドです。管理棟を含む湿地全体から、「コウノト
リとともに生きる」ということの意味を感じ取っ
てみてください。

こ こ が ポ イ ン ト ！
ハチゴロウの戸島湿地

ハチゴロウの戸島湿地はこんなところです。
　河川勾配が緩やかでゆったりと流れる円山川。周囲を山々に
囲まれた静かな入り江の楽々浦湾。円山川下流域独特の美しい
景観の中に、ハチゴロウの戸島湿地はあります。
　海・河川・潟・水田・山が隣接した生態系の見本市です。

汽水湿地～仕切堤防～淡水湿地

野鳥観察棟

起
伏
ゲ
ー
ト

山際湿地

人
工
巣
塔

管
理
棟

　湿地水面に浮かぶユニークな構造の観察
棟。観察窓を細くして、湿地に舞い降りるコウノ
トリなど水鳥への
負担を軽減すると
ともに、湿地に浮
かぶ感覚を楽し
みながら、間近で
じっくりと観察す
ることができます。

　楽々浦湾とつながる汽
水湿地は、広さ約０.７ha。
農業用水として利用する
こともできる淡水湿地は広さ約２.５ha。潮の干満を利用し
て、従来からさまざまな生きものが水路を通じて円山川と
田んぼの間を行き来していました。
　これまでの調査では、コウノトリが餌として好むナマズ・
コイ・フナ・ハゼのほか、たくさんの魚類の遡上が確認され
ており、繁殖の場としても機能しています。
　水深はコウノトリが採餌しやすい１５ｃｍを基本としなが
ら調節を行い、深みや飛洲等で多様な環境を創出します。

　汽水湿地と淡水湿地をつなぐ魚道の役割を果たす水門。
フロート（浮き）とゲートが一体化しています。
　潮の干満により、汽水域の水位が上がればゲートが起き
上がって汽水を遮断し、下がればゲートが倒れて淡水域から
真水が越流します。したがって、汽水湿地から淡水湿地へ潮
水が逆流することはなく、逆に、魚類など湿地の生きものは、
淡水湿地から越流する水を渡って汽水域から淡水域へ遡
上することができます。仕切堤防内に２基設置しています。

　湧水等を利用し
た山際の小規模湿
地も、生きものの生
息を支えています。
　「末期（まつご）の
水」と呼ばれるこの
場所の湧水は、地
元で昔から大切にさ
れてきました。汽水
が入り込む土地柄、
湧き水はとても貴重
なものでした。

　里山を背に、豊かな湿地に
囲まれた人工巣塔。（城崎町
商工会青年部OB寄贈）
　平成19年9月設置。平成
20年から、コウノトリが繁殖に
利用しています。

　ハチゴロウの
戸島湿地の管理
運営、環境教育、
観光などの拠点
施設。湿地を一
望しながらコウノト
リや豊岡の自然
について学ぶこと
ができます。

▲すくすくと育つヒナたち

▲湿地を見渡す管理棟

TP＝0.25m

TP＝0.20m

淡水湿地［2.5ha］

汽水湿地［0.7ha］

ミズアオイ育成地

ミズアオイ育成地

導水路

仕切堤防
飛洲

深み

下流域の水田へ
楽々浦湾・円山川・日本海へ

淡水流入口

　湿地は、これまで「あまり価値のないもの」と見なされ、開発の波にさらされ続けてきました。
たくさんの生きものや命を育む湿地の価値をもう一度見つめ直し、人間が手を添えながらその
力を最大限に引き出す。この場所で「湿地」に新たな命を吹き込みたいと考えています。

指定管理者からあいさつ
　湿地の管理は、市が指定する指定管理者が
行います。昨年 10 月に募集を行い、市議会
の議決を経て、市内の団体「コウノトリ湿地
ネット」を管理者として指定しました。

　戸島で農業を営ん
できた先祖たちは、
刈り取った稲を田舟
で運ぶしかないジル
田（湿田）を大切に
守ってきました。乾
田化のための土地改
良は地元にとって待
望の事業でしたが、
平成16年台風23号の水害で工事は中断さ
れ、そこへハチゴロウが舞い降りました。
　ハチゴロウは、今日１杯のご飯よりも、
未来へつないでいきたい大切なものに気付
かせてくれました。湿地を管理運営してい
く中で、自然と共生することの大切さを多
くの方々に伝えていきたいと思います。ぜ
ひ、戸島湿地へお越しください。

コウノトリ湿地ネット
代表　横田登代子さん

（県立コウノトリの郷公園提供）
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　市では、保育所・幼稚園・小学校・中学校の連携をさらに強化さ
せ、豊かな心、健やかな体、確かな学力を育てるための連続した保育・
教育を進めていきます。その中で、学力向上と不登校対策、教育環
境整備について主要な取組みを紹介します。
《問合せ》こども教育課☎23-1452または教育総務課☎23-1117

●
小
中
の
9
年
間
の
指
導
を
冊
子
に

学
力
は
…

▲冊子「算数・数学 9年間のカ
リキュラム」

●
小
学
校
外
国
語
活
動
に
つ
い
て

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

▲研修会での模擬授業の様子

ク ロ ー ズ ア ッ プ

豊岡の教育は今！



不
登
校
対
応
は
…

教
育
環
境
は
…
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●
学
校
の
耐
震
化
事
業
（
継
続
）

●
保
・
幼
・
小
・
中
の
連
携

●
校
園
庭
の
芝
生
化
事
業
（
新
規
）

①
心
身
の
発
育
向
上

②
環
境
の
改
善

③
強
く
な
る
地
域
と
学
校
と
の
き
ず
な

▲芝生で遊ぶ児童（島根県安
来市）

▲芝生で遊ぶ園児（鳥取市）

<不登校児童生徒の状況>
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　市では、市民の皆さんに広く市政を知っていただき、理解を求めるとともに、一緒になって
まちづくりを進めていくため、「豊岡市政出前講座」を開設しています。
　出前講座は、市民の皆さんが開催される勉強会などからの依頼により、市の職員が講師とし
て出向き、市が行っている事業や施策などをお話する制度です。皆さん、ぜひ、利用ください。

豊岡市政出前講座のご案内

豊岡市政出前講座メニュー一覧表

◆利用できる方

◆利　用　期　限

◆講座メニュー
◆講　座　時　間

◆会　　　　場
◆費　　　　用
◆申　込　方　法

《問合せ》

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課
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【
平
成
20
年
度
の
実
績
】

▽
実
施
講
座
メ
ニ
ュ
ー
数

▽
実
施
講
座
数

▽
延
べ
受
講
者
数 

▽
人
気
メ
ニ
ュ
ー

▽
主
な
利
用
団
体

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

▽
回
答
者
数

▽
回
収
率

▽
年
齢

▽
感
想

▽
主
な
意
見

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課
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●狂犬病の予防注射を受けましょう●
　市では、狂犬病予防法で犬の飼い主へ義務付け
られている狂犬病予防注射（集合注射）を、次の
とおり実施します。生後３カ月以上の犬は、毎年
１回、必ず狂犬病予防注射をする必要があります。

《問合せ》生活環境課環境衛生係☎23-5304

○狂犬病予防注射のみの料金は3,200円
 （新たに登録する場合は別途3,000円必要）
○釣り銭の要らないように準備ください。
○注射は、動物病院でも受けられます。

●●●　但　東　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月13日（水）

水石公民館 12：50〜12：55
畑公民館 13：00〜13：05
野尻公会堂 13：15〜13：20
矢根公民館 13：30〜13：35
奥矢根公民館 13：45〜13：50
西谷公民館 14：05〜14：10
河本コミュニティーセンター 14：15〜14：20
三原集会所 14：30〜14：35
唐川公民館 14：45〜14：50
太田地区集会所 15：00〜15：05
東里公民館 15：15〜15：20
西野々公民館 15：30〜15：35
高龍寺集会所 15：40〜15：45
但東市民センター裏 16：00〜16：10

５月14日（木）

薬王寺中村公民館  8：50〜 8：55
大河内公会堂  9：05〜 9：10
小坂集会所  9：25〜 9：30
東中コミュニティーセンター  9：35〜 9：40
後公会堂  9：45〜 9：50
高橋地区公民館  9：55〜10：00
佐田公会堂 10：05〜10：10
栗尾公民館 10：20〜10：25
平田創作館 10：35〜10：40
正法寺公民館 10：45〜10：50
小谷公民館 10：55〜11：00
相田コミュニティーセンター 11：10〜11：15
相田保谷バス停 11：20〜11：25
佐々木鍛冶屋バス停 11：30〜11：35
佐々木集会所 11：40〜11：45
下畑山公民館 13：00〜13：05
畑山中央公民館 13：15〜13：20
資母地区公民館 13：30〜13：35
赤野太刀振伝承館 13：40〜13：45
坂野公民館 13：55〜14：00
虫生公民館 14：10〜14：15
口藤公民館 14：20〜14：25
中藤コミュニティーセンター 14：30〜14：35
奥藤公民館 14：40〜14：45
日和坂公民館 15：00〜15：05
坂津公民館 15：10〜15：15
主計会議所 15：20〜15：25
赤花公民館 15：30〜15：35
奥赤公民館 15：45〜15：50

●●●　出　石　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月12日（火）

鳥居多目的集会所  9：00〜 9：05
森井公民館  9：10〜 9：15
丸中公会堂  9：20〜 9：25
大谷公民館  9：30〜 9：35
三木集落センター  9：40〜 9：45
片間研修会施設  9：50〜 9：55
伊豆公民館 10：05〜10：10
小坂地区多目的集会所 10：15〜10：20
安良集会所 10：25〜10：30
田多地公民館 10：35〜10：40
奥小野公民館 10：55〜11：00
口小野公民館 10：10〜11：15
袴狭公民館 11：25〜11：35
宮内センター 11：40〜11：50
暮坂公民館 13：10〜13：15
福見多目的集会所 13：20〜13：25
平田生活改善センター 13：30〜13：35
荒木公民館 13：45〜13：50
細見旧公民館 13：55〜14：00
室見会館 14：05〜14：10
水上公民館 14：20〜14：25
松枝会館 14：35〜14：40
川建工業㈱横 14：50〜15：00
寺町共同作業所 15：05〜15：15
出石総合支所前 15：25〜15：45

５月13日（水）

奥山公民館  9：10〜 9：15
和屋公民館  9：25〜 9：30
榎見公民館  9：35〜 9：40
坪口生活改善センター  9：45〜 9：50
中村公民館  9：55〜10：00
福住公民館 10：10〜10：15
鍛冶屋公民館 10：25〜10：30
百合公民館 10：40〜10：45
上野多目的集会施設 10：55〜11：00
桐野公民館 11：05〜11：10
日野辺（片間） 11：20〜11：25
日野辺公民館 11：30〜11：35
寺坂集落センター 11：40〜11：45
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●●●　城　崎　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月20日（水）

上山消防団車庫前 13：00〜13：10
来日農業作業所前 13：20〜13：35
結集落センター前 13：45〜13：55
飯谷公民館前 14：05〜14：20
今津公民館前 14：30〜14：45
四所神社境内 14：55〜15：15
城崎総合支所駐車場 15：25〜15：45

●●●　竹　野　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月20日（水）

竹野総合支所駐車場  9：30〜 9：45
竹野地区公民館駐車場  9：55〜10：10
鷹野神社 10：15〜10：30
西町公民館 10：40〜10：50
切浜バス停 11：00〜11：05
浜須井公民館 11：15〜11：20
奥須井公民館 11：30〜11：35

５月21日（木）

竹野南地区公民館  9：00〜 9：05
御又公民館  9：15〜 9：20
河内バス停  9：30〜 9：35
門谷公民館  9：45〜 9：50
須野谷バス停  9：55〜10：00
大森公民館 10：05〜10：10
桑野本（旧大森小学校校庭）10：20〜10：25
三原公民館 10：45〜10：50
市場バス停 11：10〜11：15
坊岡バス停 11：20〜11：25
林公会堂 11：30〜11：35
床瀬公民館 13：00〜13：05
中村バス停 13：10〜13：15
銅山バス停 13：25〜13：30
二連原 田中さん宅前 13：35〜13：40
小城公民館 13：45〜13：50
下塚公民館 14：05〜14：10
中竹野地区公民館 14：15〜14：20
小丸公民館 14：30〜14：35
須谷公民館 14：45〜14：50
竹野児童館 15：00〜15：05
阿金谷 阿故谷神社 15：15〜15：20
松本公民館 15：30〜15：35
田久日 三柱神社 15：50〜15：55

●●●　日　高　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月26日（火）

十戸バス停  8：50〜 8：55
頃垣活性化センター  9：05〜 9：10
石井公民館  9：15〜 9：20
山宮堂前  9：25〜 9：35
清滝会館  9：45〜 9：50
神鍋会館  9：55〜10：05
名色公民館 10：15〜10：25
万場公民館 10：30〜10：35
山田バス停 10：40〜10：45
万劫バス停 10：50〜10：55
水口作業所 11：00〜11：05
東河内生活改善センター 11：10〜11：15
西気コミュニティーセンター 11：25〜11：30
庄境公民館 12：45〜12：50
野公民館 12：55〜13：00
芝堂前 13：05〜13：10
田ノ口堂前 13：20〜13：25
広井公民館 13：35〜13：40
河畑バス停 13：50〜13：55
殿公民館 14：05〜14：10
観音寺公民館 14：20〜14：25
三方基幹集落センター 14：30〜14：40
森山公民館 14：45〜14：50
知見バス停 14：55〜15：05
佐田公民館 15：10〜15：15
伊府集落営農センター 15：20〜15：25

５月27日（水）

小河江バス停  8：50〜 8：55
河江堂前  9：00〜 9：05
八代バス停  9：10〜 9：15
八代ふれあいセンター  9：20〜 9：25
谷公民館  9：30〜 9：35
藤井公民館  9：40〜 9：45
竹貫公民館  9：50〜 9：55
国府駅前 10：00〜10：05
西芝須賀神社前 10：10〜10：15
池上公民館 10：20〜10：25
野々庄公民館 10：30〜10：35
堀公民館 10：40〜10：45
府市場公民館 10：50〜10：55
上郷作業所 11：05〜11：15
土居交流促進センター 11：25〜11：30
松岡公民館 11：35〜11：40
山本公民館 12：45〜12：55
水上公民館 13：00〜13：05
鶴岡公民館 13：15〜13：25
日高区公民館 13：30〜13：35
商工会館 13：40〜13：50
赤崎出荷場 14：00〜14：05
浅倉公民館 14：10〜14：15
岩中公民館 14：20〜14：25
江原公民館 14：30〜14：40
久田谷公民館 14：50〜14：55
夏栗公民館 15：00〜15：05
道場公民館 15：10〜15：15
久斗公民館 15：20〜15：30
日高農村環境改善センター 15：35〜15：45

犬のしつけをしっかりしましょう
 犬を飼育する方は、責任を持って終生適正に飼
育をし、犬を地域の嫌われものにしないように心
がけましょう。
■注意事項
・犬の放し飼いは、やめましょう。他人に迷惑を

かけるだけでなく、犬にとっても交通事故など
に遭う危険性があります。

・散歩は、引き綱をつけて犬を制御できる方が行
いましょう。

・犬のふんは、持ち帰りましょう。
・犬に無駄吠えをさせないようにしましょう。
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デューク更
さら

家
いえ

さんを招いて
「とよおか元気あっぷフェスタ」

を開催します
　市では、“歩くことによる健康づくり”をみんなで進めて
いくために、「とよおか元気あっぷフェスタ」を開催します。

◇応募方法

◇応募用紙配布場所・応募先・問合せ

　

◇募集期間
◇優秀作品発表

◇日時
◇場所
◇定員
■体験・展示コーナー開設

■歩キングセレモニー

■講演会

◇入場料

◇託　児

◇チケット販売開始
《申込み・問合せ》

　市では、健康にまつわる体験や思い、願いなどを詠んだ豊岡らしい
健康川柳を募集します。
　「メタボ」「運動」「栄養」「禁煙」などをキーワードに５・７・５の
リズムで一句、作ってみませんか。

とよおか健康川柳大募集！

デューク更
さら

家
いえ

さん

コーちゃん オーちゃん
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Ｂ＆Ｇ財団助成事業
シドニーオリンピックメダリスト

中村真衣さん｢水泳教室＆講演会｣
を開催します

◇日時
◇場所
◇内容

初心者水泳教室

レベルアップ水泳教室

　市では、オリンピックメダリストの中村真衣さんによる「水
泳教室＆講演会」を開催します。子どもたちに夢を与え、技術
の向上を図るとともに、一般の方々にＢ＆Ｇ活動のＰＲならび
に水泳への関心を高めます。

◇募集人数

◇持ち物

◇申込期間
《申込み・問合せ》

◇後援

◇協賛
◇協力

地域力再生事業を募集します
～地域活動団体の新たなまちづくりを応援～

◇対象団体

◇対象事業

　市では、まちづくりや市民活動の基本となる
コミュニティーに対する意識の高揚を図り、地
域の特性を生かした活力ある地域づくりを進め
るため、市民の創意工夫による自主的・主体
的な取組みに対し、経費の一部を助成します。

◇事業実施期間

◇助成金額

◇選考方法

◇申込期間
《申込み・問合せ》
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出
産
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方
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●
支
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（
月
額
）
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1

3
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1

5

3

1

1

●
支
払
時
期

6

10

2 児
童
手
当
ミ
ニ
情
報

所
得
オ
ー
バ
ー
で
児
童
手
当
を

　
　
　

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ

児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
!!

<平成21年度児童手当所得制限限度額表>

扶養親
族人数

国民年金加入者 厚生年金加入者

所得制限
限度額

収入額の
目安

所得制限
限度額

収入額の
目安

０人 460万円 652万5千円 532万円 733万3千円

１人 498万円 695万6千円 570万円 775万6千円

２人 536万円 737万8千円 608万円 817万8千円

３人 574万円 780万円 646万円 860万円

４人
以上

扶養人数が４人以上の場合の限度額は、１
人につき38万円を加算した額となります。

※平成21年６月１日現在の加入予定の年金制度で
限度額を確認ください。

※医療費などの一定の控除がありますので、詳細
は問い合わせください。

<児童手当制度の流れ>

　　　平成20年度市県民税が決定　　　　　　　平成21年度市県民税が決定

平成20年  　　   　　 平成21年　　　　　　 平成22年

1〜5月 6〜12月 1〜5月 6〜12月 1〜5月

平成18年分の所得で判定 平成19年分の所得で判定 平成20年分の所得で判定

所得オーバーで
受給できなかった方

5月中に
新規申請 6月から受給開始→

児童手当受給中の方 6月現況届→受給継続 6月現況届→受給継続
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保 育 園
園庭開放と公開保育を行います

【園庭開放】
園名 電話 曜日 時間

港保育園 28-2107

毎週
水･金曜日  9：30〜11：00

城南保育園 22-3960
西保育園 23-0018
東保育園 23-3893
竹野保育園 47-0153
森本へき地保育園 48-0300
合橋保育園 54-0105

毎週
月〜土曜日  9：00〜11：00高橋保育園 55-0405

資母保育園 56-0245

みえ保育園 24-0462
第２･第４
月曜日 10：00〜15：00

毎週土曜日  9：30〜15：00
チャイルドハウス
保育園 29-3900 毎週土曜日  9：30〜11：45

　下記の保育園では、園庭を開放します。親子一緒に遊具で遊んだり、
砂遊びなどをして楽しい時間を過ごしませんか。
　また、在宅の親子を対象に公開保育を行います。季節の行事なども取
り入れて活動します。子育てに関する悩みなどを相談する「子育て相談
コーナー」もありますので、気軽にお越しください。

《問合せ》各保育園またはこども育成課☎29-0053

◇開放期間　４月〜平成22年３月（祝日を除く）
◇そ　の　他　・保護者の付き添いが必要です。
　　　　　　・事前申込みは不要です。 

園名 電話 曜日 時間

城崎保育園 32-2269 毎週
月･土曜日  9：30〜14：00

こくふ保育園 42-1717

毎週水曜日

 9：00〜11：30
八代保育園 42-1731  9：30〜11：00
蓼川保育園 42-0169  9：00〜11：30
蓼川第二保育園 42-1122  9：00〜11：00
静修保育園 42-1056  9：00〜11：00

三方保育園 44-0610 毎週
水･金曜日  9：00〜11：00

清滝保育園 45-0450
毎週水曜日

 9：00〜11：30
西気保育園 45-0152  9：00〜11：00

出石愛育園 52-2137 毎週
月〜金曜日 10：00〜11：30

小坂保育園 53-2700 毎週
月〜土曜日  9：00〜11：30

◇対　象　在宅の０〜５歳の児童と保護者
◇時　間　午前９時30分〜11時
◇持ち物　上履、帽子、着替え
◇その他　事前申込みは不要です。当日、各保

育園に直接お越しください。

※駐車場の都合により、自転車
または徒歩でお越しください。

※活動内容などの詳細
は、各保育園へ問い
合わせください。

【公開保育】
園名 電話 実施月 開催日 第１回目

港保育園 28-2107

５月〜平成22年２月

第２水曜日
ただし、８月のみ

第３水曜日
５月13日

城南保育園 22-3960
西保育園 23-0018
東保育園 23-3893
竹野保育園 47-0153
森本へき地保育園 48-0300
高橋保育園 55-0405 第３金曜日 ５月15日
合橋保育園 54-0105

５月〜平成22年３月
第２火曜日 ５月12日

資母保育園 56-0245 第３木曜日 ５月21日
豊陵保育園 23-2772 ６月、７月、９月〜平成22年１月 第２水曜日 ６月10日
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金
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窓
口
を
次
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と
お
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時
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す
。

　

お
越
し
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際
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は
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年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
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を
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参
く
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い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
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分
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☎
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ま
た
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各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

４
月
か
ら
、
す
べ
て
の
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

を
対
象
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
実
績
に

応
じ
た
年
金
見
込
額
な
ど
、年
金
に

関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
確
認
し
、

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

▽
送
付
周
期　

毎
年
誕
生
月

▽
通
知
内
容

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、

納
付
済
月
数
な
ど
）

②
保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者

が
負
担
し
た
額
）

③
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、

事
業
所
名
称
、
被
保
険
者
資
格

期
間
・
取
得
や
喪
失
の
年
月
日

な
ど
）

④
国
民
年
金
す
べ
て
の
期
間
で
月

ご
と
の
保
険
料

納
付
状
況
（
納

付
、
未
納
、
免

除
な
ど
の
別
）

⑤
厚
生
年
金
の
す

べ
て
の
期
間
の
月
ご
と
の
標
準

報
酬
月
額
・
賞
与
額

⑥
50
歳
未
満
の
方
に
は
、
加
入
実

績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
。
50

歳
以
上
の
方
に
は
、「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
作
成
時
点
の
加
入

制
度
に
引
き
続
き
加
入
し
た
場

合
の
将
来
の
年
金
見
込
額

※
既
に
年
金
受
給
中
（
全
額
停

止
中
も
含
む
）
の
方
に
は
、
年

金
見
込
額
の
通
知
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務

所
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
生
で
前
年
所
得
が
基
準
額
以

下
の
方
を
対
象
に
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
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料
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こ

と
が
猶
予
と
な
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
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す
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▽
対
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大
学
（
大
学
院
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大
・
高
等
学
校
・
専
門
学
校
・

各
種
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
学

生
※
各
種
学
校
の
場
合
、
修
業
年
限

が
1
年
以
上
で
都
道
府
県
の
認

可
を
受
け
て
い
る
学
校
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

※
夜
間
課
程
、
通
信
制
課
程
、
定

時
制
課
程
も
対
象
と
な
り
ま

す
（
一
部
対
象
外
校
も
あ
り
ま

す
）。

▽
所
得
基
準
額　

学
生
本
人
の
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年
所
得
が
1
1
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万
円
以
下

（
扶
養
親
族
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
数
に
応
じ
て
加
算
さ

れ
ま
す
）

▽
承
認
期
間　

4
月
か
ら
翌
年
3

月
ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間

▽
保
険
料
未
納
と
の
違
い

①
老
齢
基
礎
年
金
受
給
や
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請

求
す
る
時
、
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
。

②
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
手
続
き　

市
民
課
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
市
民
生
活
課
に
、
年

金
手
帳
や
資
格
取
得
届
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

（
両
面
）、
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ

い
。

※
前
年
度
承
認
を
受
け
、
は
が
き

形
式
の
「
学
生
納
付
特
例
申
請

書
」
が
届
い
て
い
る
方
は
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
早
め
に
郵

送
く
だ
さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
受

け
た
方
は
、
保
険
料
を
納
め
な
い

と
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
か

ら
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
し

て
年
金
の
受
取
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
時
は
、
当
時
の
保
険
料
に

加
算
額
が
付
き
ま
す
の
で
、
早
め

の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
手
続
き　

豊
岡
社
会
保
険
事
務

所
に
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持

参
の
上
、
納
付
書
を
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」 

４
月
か
ら
送
付
開
始

追
納
の
ご
案
内

年金相談会

日　時 場　所

５月13日（水）
10：00〜16：00

城崎総合支所
２階 大会議室

６月10日（水）
10：00〜16：00

但東総合支所
２階 大会議室

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

平
成
21
年
度

学
生
納
付
特
例
申
請
受
付
中
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三
川
山
・
蘇
武
岳
・
妙
見
山

は
、
南
北
に
連
な
る
1
、0
0
0

メ
ー
ト
ル
級
の
但
馬
地
域
の
屋
根

で
す
。
こ
の
屋
根
は
、
日
本
海
が

で
き
る
と
き
に
プ
レ
ー
ト
衝
突
の

力
に
よ
っ
て
で
き
た
大
地
の
割
れ
目

に
、
マ
グ
マ
が
貫
入
し
て
固
ま
っ
た

ひ
ん
岩
（
猿
尾
滝
ひ
ん
岩
）
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
屋
根

に
西
風
が
正
面
か
ら
当
た
り
、
上

昇
気
流
を
発
生
さ
せ
て
雲
が
で
き

ま
す
。
日
本
海
の
暖
流
と
但
馬

地
域
の
地
形
の
た
め
に
、「
弁
当

を
忘
れ
て
も
傘
忘
れ
る
な
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
よ
く
降
る
雨
は
年
間

2
、2
0
0
ミ
リ
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ひ
ん
岩
は
、
熱
水

鉱
脈
を
含
み
、
周
辺
の
万
場
・
金

山
峠
な
ど
古
い
金
鉱
山
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ひ
ん
岩
は
、

地
層
が
圧
縮
さ
れ
た
時
、
水
平
方

向
に
も
板
状
に
貫
入
し
ま
す
。

　

阿
瀬
渓
谷
に
48
滝
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
滝
が
多
い
の
は
、
水
平
方
向

に
入
っ
た
ひ
ん
岩
が
堆
積
岩
に
比

べ
て
硬
い
の
で
、
残
っ
て
滝
と

な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

て
香
美
町
村
岡
区
に
行
く
と
、
北

但
層
群
最
上
位
の
村
岡
層
が
広
く

分
布
し
て
い
ま
す
。
昆こ

ん

陽よ
う

川
・
湯

舟
川
辺
り
の
村
岡
層
の
砂
岩
泥
岩

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
海
生
の
貝
化

石
が
産
出
し
て
ま
す
。

　

村
岡
区
で
も
香
住
・
竹
野
で
見

つ
か
っ
た
ゾ
ウ
の
足
跡
と
同
じ
地

層
が
あ
る
の
で
調
査
し
た
結
果
、

村
岡
区
入
会
の
湯
船
川
川
床
の
砂

岩
泥
岩
の
中
か
ら
ゾ
ウ
や
サ
イ
の

足
跡
化
石
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
ま
だ
日
本
が
大
陸
の

一
部
で
あ
っ
た
時
の
地
層
で
、
香

住
・
竹
野
と
同
じ
よ
う
に
立
ち
木

の
化
石
が
見
つ
か
る
の
も
特
徴
で

す
。
湖
畔
の
木
々
の
間
を
大
型
哺

乳
類
が
の
し
歩
い
て
い
た
環
境
が

推
定
で
き
ま
す
。

　

村
岡
区
に
は
地
す
べ
り
地
域
が

あ
り
、
棚
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
国
で
も
新
生
代
以
降

の
堆
積
層
は
風
化
さ
れ
て
変
質
し
、

粘
土
鉱
物
が
で
き
て
地
す
べ
り
を

起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
層
は
、
日
本
海
が

で
き
る
と
き
に
堆
積
し
た
北
但
層

群
が
、
淡
水
性
の
地
質
か
ら
熱
帯

性
の
浅
海
に
変
遷
し
た
様
子
や
プ

レ
ー
ト
が
圧
縮
さ
れ
て
ひ
ん
岩
が

貫
入
し
て
、
陸
地
に
隆
起
し
た
証

拠
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋
高原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世
界ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについ
て、市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の
三木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ❺　　　　　　神鍋山（後編）

　

神
鍋
山
一
帯
に
は
、
北
但
層
群

八
鹿
層
・
豊
岡
層
・
村
岡
層
が
分

布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
砂
岩
泥
岩

の
中
か
ら
は
多
く
の
珍
し
い
植
物

化
石
や
動
物
化
石（
主
に
貝
化
石
）

が
見
つ
か
り
ま
す
。

　

日
高
町
万ま

ん

場ば

か
ら
は
、
サ
ッ
パ

な
ど
の
魚
化
石
や
ビ
カ
リ
ア
・
ビ

カ
リ
エ
ラ
・
カ
キ
・
ザ
ル
ガ
イ
な

ど
の
貝
化
石
も
産
出
し
ま
し
た
。

オ
パ
キ
ュ
リ
ナ
と
い
う
有
孔
虫
の

化
石
か
ら
は
、
約
1
、6
0
0
万

年
前
は
亜
熱
帯
の
海
の
環
境
で

あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

北
但
層
群
の
地
質

<神鍋山一帯の東西地質断面図>

<兵庫県の年間総雨量>

▲ビカリエラ ▲サッパ

▲ゾウの足跡

蘇武岳

村岡
村岡層

豊岡層

八鹿層

（泥岩）

（砂岩）

（れき岩）

（安山岩）

高柳層

基盤（山陰花崗岩・矢田川流紋岩）

（猿尾滝ひん岩脈）

稲葉

栃本

道場

江原

姫路
神戸

豊岡

大屋



市
職
員
の
公
共
交
通
通
勤
（
ｅイ
ー

通
勤
）
を
始
め
ま
し
た

大
切
な
公
共
交
通
機
関
を
一
緒
に
守
り
ま
し
ょ
う

「
コ
ス
モ
ス
荘
」の
閉
荘
式
と「
こ
と
ぶ
き
苑
」の
閉
苑
式
を
開
催

４
月
か
ら
、民
営
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
変
わ
り
ま
す

　

3
月
28
日
、
か
ば
ん
の
模
様
を

全
面
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
路
線
バ

ス（
豊
岡
病
院

⇔

戸
牧
第
2
団
地

⇔

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅

⇔

法
花
寺
）の
出

発
式
が
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
が
、
4
月
か
ら
始

ま
る
兵
庫
県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン「
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」に
合
わ
せ
て
、
来
訪
者
に「
か

ば
ん
の
ま
ち
豊
岡
」を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
全
但
バ
ス
と
ま
ち
ご
と
カ

バ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
実
行
委
員
会

の
協
力
を
得
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
バ
ス
は
、
１
日
11
便
走
る

団
地
バ
ス
で
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
郷
公
園
も
結
ん
で
い
ま
す
。
外

か
ら
中
の
乗
客
は
見
え
ま
せ
ん

が
、中
か
ら
外
は
ク
リ
ア
に
見
え
、

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
乗
車
で
き

ま
す
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
早
速
、

三
江
小
学
校
の
児
童
が
乗
り
込

み
、
大
喜
び
で
出
発
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
既
に
か
ば
ん
模
様

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
市
街
地

循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」が
運
行
し
て

お
り
、
か
ば
ん
模
様
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
は
2
台
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
4
月
7
日
に
は
、
豊
岡

商
工
会
議
所
が
、
カ
バ
ン
ス
ト

リ
ー
ト（
宵
田
）の
空
き
店
舗
を
利

用
し
て
、
鞄
販
売
の
店「
カ
バ
ン

ア
レ
ー
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
カ
バ
ン
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
と
こ
の
店
に
よ
り
、
来
訪

者
に「
か
ば
ん
の
ま
ち
豊
岡
」を
印

象
付
け
、
特
産
業
の
観
光
資
源
化

を
推
進
し
、
産
業
観
光
の
定
着
を

図
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
3
月
31
日
、
市
立
養

護
老
人
ホ
ー
ム「
コ
ス
モ
ス
荘
」

（
塩
津
町
）の
閉
荘
式
と「
こ
と
ぶ

き
苑
」（
日
高
町
祢
布
）の
閉
苑
式

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

老
人
福
祉
施
設
の
整
備
・
運
営
が

進
み
、
優
れ
た
経
営
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、
両
施
設
も
社
会
福
祉

法
人
に
移
譲
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
効
率
的
・
効
果

的
な
運
営
と
官
民
の
適
切
な
役
割

分
担
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
れ
ま
す
。

　

式
で
は
、
中
貝
市
長
が「
４
月

１
日
か
ら
社
会
福
祉
法
人
の
運
営

に
よ
る
民
営
化
に
な
り
ま
す
が
、

利
用
者
の
生
活
は
今
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
お

過
ご
し
く
だ
さ

い
」と
話
し
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
移
譲
先
の
代

表
者
に
施
設
の

鍵
を
引
き
渡
し

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
公
共
交
通
機
関
を
維

持
確
保
す
る
た
め
、
市
職
員
モ
ニ

タ
ー
を
募
り
、
自
家
用
車
で
は
な

く
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
通

勤
す
る「
ｅ
通
勤
」に
4
月
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
長
も
、
で

き
る
範
囲
で
公
共
交
通
通
勤
す
る

「ｅ
通
勤
ミ
ニ
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
ま
で
の
モ
ニ
タ
ー
試
行
期

間
に
課
題
を
整
理
し
、
10
月
か
ら

は
、
職
員
全
体
で
の
実
施
に
広
げ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
市
内
の
事

業
者
に
も
公
共
交
通
機
関
の
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

自
家
用
車
で
な
く
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、地
域
の
大
切

な
交
通
手
段
で

あ
る
公
共
交
通

機
関
を
守
り
、

後
世
に
残
す
た

め
、積
極
的
に

利
用
く
だ
さ
い
。

【
3
月
】

14
日
・
八
代
地
区
公
民
館
に
県
民

交
流
広
場
竣
工

16
日
・
プ
レ
ミ
ア
付
き
コ
ウ
ノ
ト

リ
商
品
券
販
売
開
始

18
日
・
シ
ン
プ
ル
車
検
グ
ル
ー
プ

と
災
害
時
応
急
対
策
協
定

締
結

22
日
・
豊
岡
地
区
公
民
館
県
民
交

流
広
場
竣
工

28
日
・
カ
バ
ン
ラ
ッ
ピ
ン
グ
路
線
バ

ス（
団
地
バ
ス
）運
行
開
始

　
　

・
神
美
地
区
公
民
館
県
民
交

広
場
竣
工

31
日
・
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
コ
ス
モ
ス
荘
」
閉
荘
式

と「
こ
と
ぶ
き
苑
」閉
苑
式

【
４
月
】

１
日
・
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー

２
日
・
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地

　
　
　

オ
ー
プ
ン

７
日
・
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に「
カ

バ
ン
ア
レ
ー
」
オ
ー
プ
ン

10
日
・
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
商
品
券
追
加

販
売
開
始

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

▲可愛いチェック柄のデザイン

▲閉荘式での鍵の引き渡し▲バスで出勤する市職員

全
面
か
ば
ん
模
様
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
（
路
線
バ
ス
）
が
運
行
開
始

「
か
ば
ん
の
ま
ち
豊
岡
」の
Ｐ
Ｒ
を
担
当
し
ま
す
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3
月
14
日
、
八
代
地
区
公
民
館

に
県
民
交
流
広
場
が
完
成
し
、
完

成
披
露
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

拠
点
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
と
地
域
の
人
な
ど
と
の
ふ

れ
あ
い
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、八
代
小
学
校
の
児
童
が

「
八
代
村
郷
土

歌
」の
合
唱
や

和
太
鼓
の
演
奏

で
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月

22
日
、
豊
岡
地
区
公
民
館
に
県
民

交
流
広
場
「
憩
い
交
流
ス
ポ
ッ
ト
」

が
完
成
し
、
竣
工
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、

住
民
の
集
い
・
憩

い
の
場
、河
川
美

化
の
拠
点
、公
民

館
利
用
者
の
自

転
車
置
場
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

関
係
者
は
、
こ
の
施
設
を
拠
点

に
戸
牧
川
（
廃
川
）
の
浄
化
運
動

が
活
発
に
展
開
さ
れ
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
舞
い
降
り
る
姿
を
見
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

日
高
総
合
支
所
の
3
階
に
改
修

整
備
を
進
め
て
い
た
日
高
子
育
て

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、4
月
10
日
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
の「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」、「
オ
ー

ち
ゃ
ん
」
も
参
加
し
、
整
備
関
係

者
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
感
謝
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
、
親
子
で
ダ

ン
ス
な
ど
を
し
て
祝
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
で
、
広
い
ホ
ー
ル

が
で
き
、「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

や
「
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
」
な
ど

の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
き
っ

ず
ら
ん
ど
」
も
拡
張
し
、
壁
の
色

も
明
る
く
な
り
、
ロ
ビ
ー
側
か
ら

の
出
入
り
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ロ
ビ
ー
に
は
、
休
憩
・

昼
食
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
相
談

室
、
倉
庫
、
子

ど
も
用
ト
イ
レ

も
新
設
し
、
よ

り
便
利
で
、
快

適
な
セ
ン
タ
ー

に
な
り
ま
し

た
。

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

美
し
く
、
便
利
に
な
っ
た
親
子
活
動
施
設
を
利
用
く
だ
さ
い

　

さ
ら
に
、
3
月
28
日
に
は
、
神

美
地
区
公
民
館
に
県
民
交
流
広
場

「
交
流
広
場
・
い
こ
い
の
広
場
」

の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
神
美
地
区
公
民
館
を

増
築
し
、
交
流
広
場
を
設
け
、
和

室
の
一
部
を
い
こ
い
の
広
場
に
改

修
し
た
も
の
で
、多
く
の
人
が
気
楽

に
集
い
、語
ら
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
の

完
成
を
、
奥
野

区
の
皆
さ
ん
が

「
奥
野
太
鼓
」

で
祝
い
ま
し
た
。

▲合奏・演奏で祝う八
代小学校児童

▲竣工式テープカット

▲竣工を祝う｢奥野太鼓」▲オープンセレモニー
　

春
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

転
入
届
で
窓
口
に
来
ら
れ
た
あ
る

方
の
話
、「
市
役
所
の
窓
口
は
親

切
で
す
ね
。転
勤
族
で
す
が
、こ
ん

な
と
こ
ろ
は
初
め
て
で
す
」。
う

れ
し
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
時
期
、
住
民
基
本
台
帳
の

人
口
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
市

広
報
紙
の
「
主
な
行
事
」
の
ペ
ー

ジ
の
末
尾
に
毎
月
そ
の
動
き
が
出

ま
す
。
残
念
な
が
ら
４
月
１
日

現
在
の
数
は
、
前
月
に
比
べ
て

2
9
9
人
減
り
ま
し
た
。

　

人
口
を
減
ら
す
な
、
魅
力
あ
る

豊
岡
を
と
、
市
の
仕
事
も
多
様
な

内
容
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

年
度
か
ら
、
地
域
経
済
の
元
気
を

目
指
し
て
「
経
済
部
」
を
作
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
商
工
観
光
部

を
改
称
、
商
工
、
観
光
に
加
え
て
、

経
済
成
長
戦
略
、
定
住
促
進
を
充

実
し
ま
す
。

　

環
境
と
経
済
が
共
鳴
す
る
「
環

境
経
済
戦
略
」
は
も
と
よ
り
、
北

近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
豊
岡
ま
で

の
延
伸
を
視
野
に
企
業
誘
致
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
時
だ
か

ら
こ
そ
未
来
へ
の
飛
躍
を
目
指
し

て
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
コ
ウ

ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う　

ふ
る
さ

と
」
に
近
づ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
「
豊
岡
は
働
く
場
が
な
い
か
ら

若
者
が
残
ら
な
い
」
と
よ
く
聞
く

の
で
す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
で

し
ょ
う
か
。
豊
岡
の
会
社
の
内
容

を
十
分
知
ら
ず
、
知
ら
さ
れ
て
お

ら
ず
、
若
者
は
都
会
に
出
て
大
会

社
に
勤
め
た
い
と
考
え
、
学
校
も

親
も
そ
う
仕
向
け
て
い
ま
せ
ん

か
。
実
は
「
世
界
に
誇
れ
る
素
晴

ら
し
い
企
業
も
い
く
つ
か
あ
り
、

そ
の
会
社
は
人
材
を
求
め
て
い

る
」
の
で
す
。

　
「
鞄
業
界
も
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
合
併
し
て
観

光
も
特
色
あ
る
要
素
が
た
く
さ
ん

出
て
き
た
」、「
素
朴
な
﹃
卵
か
け

ご
飯
﹄
だ
っ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
会
員

誌
に
紹
介
さ
れ
て
東
京
か
ら
注
文

が
舞
い
込
ん
で
く
る
」、「
子
育
て

支
援
も
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
い
る
」

な
ど
豊
岡
は
い
い
ま
ち
で
す
。

　
「
豊
岡
は
い
い
と
こ
ろ
だ
」
と
、

ま
た
「
い
い

と
こ
ろ
を
見

つ
け
て
頑
張

ろ
う
」
と
言

い
た
い
の
で

す
。

い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う

奥
田
副
市
長
の
飛
び
入
り
日
記

奥
田
副
市
長
の
飛
び
入
り
日
記

②

八
代
・
豊
岡
・
神
美
地
区
公
民
館
に
県
民
交
流
広
場
を
整
備

公
民
館
の
機
能
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た
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城
崎
温
泉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

ピ
カ
ピ
カ
の

城
崎
温
泉
へ
よ
う
こ
そ

城 崎城 崎

楽
し
い
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

着
物
や
古
着
を
新
し
い
洋
服
に

竹 野竹 野

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
兵
庫
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

自
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
で

全
国
大
会
を
目
指
せ
‼

豊 岡豊 岡

▲柳が映える大谿川。川の清掃光景は、道行く人の目を
引いていました

　

3
月
29
日
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
兵
庫
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
大
磯
町
の
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
19
歳
以
下
の
小
中

学
生
ら
49
チ
ー
ム
98
人
が
参
加
し
、
全
国
大
会
の
出

場
権
を
か
け
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、組
み
立
て
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
動
作
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ま
で
す
べ
て
自
作

の
ロ
ボ
ッ
ト
で
戦
い
ま
す
。
競
技
種
目
は
、サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
の
中
の
赤
外
線
に
セ
ン
サ
ー
が
反
応
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
2
台
が
ゴ
ー
ル
を
狙
う
「
サ
ッ
カ
ー
チ
ャ
レ

ン
ジ
」と
、段
差
の
あ
る
場
所
を
進
む
「
レ
ス
キ
ュ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
」、選
手
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る

「
ダ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
」が
あ
り
、会
場
で
は
ロ
ボ
ッ

ト
の
動
き
一
つ
ひ
と
つ
に
歓
声
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
28
日
、
4
月
か
ら
始
ま
る
「
兵
庫
県
大
型
観

光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、

主
催
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ほ
か
、
県
・
市
・
観
光
関
係

者
や
地
元
の
子
ど
も
会
な
ど
65
人
が
、
Ｊ
Ｒ
城
崎
温

泉
駅
周
辺
や
大お

お

谿た
に

川
沿
い
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

　

観
光
地
で
あ
る
城
崎
温
泉
は
、
も
と
も
と
き
れ
い

で
す
が
、道
路
に
こ
び
り
つ
い
た
ガ
ム
を
取
っ
た
り
、

大
谿
川
の
中
ま
で
入
っ
て
ゴ
ミ
を
集
め
、
城
崎
温
泉

街
の
美
し
さ
に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
中
貝
市
長
に
、

観
光
客
か
ら
「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
」
の
声
も
掛
か
り

ま
し
た
。
来
訪
者
が
感
じ
る
好
印
象
は
、
き
っ
と
、

さ
ら
な
る
誘
客
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

4
月
9
日
、
楽
し
い
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
（
た

け
の
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
の
会
主
催
）
が
竹
野
地
区
公

民
館
で
行
わ
れ
、
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

竹
野
地
域
と
交
流
を
続
け
て
い
る
奈
良
県
生
駒
市

生
涯
学
習
講
師
の
伊
藤
信
子
さ
ん
が
、
着
な
く
な
っ

た
着
物
や
古
着
な
ど
を
洋
服
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
た

め
の
基
本
原
型
作
り
を
指
導
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

ク
ラ
フ
ト
紙
に
自
分
の
寸
法
を
鉛
筆
で
書
き
、
は
さ

み
で
切
り
取
り
作
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

同
会
代
表
の
安
田
早
苗
さ
ん
（
竹
野
町
竹
野
）
は

「
こ
の
基
本
原
型
が
あ
れ
ば
自
分
の
体
に
合
っ
た
洋

服
が
作
れ
ま
す
。
自
分
で
縫
う
楽
し
み
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲自作のロボットでサッカー競技に臨む子どもたち

▲コートの基本原型作りを指導する伊藤信子さん（右）
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演
劇
フ
ァ
ク
ト
リ
ー「
終
わ
り
な
き
蒼そ
う

茫ぼ
う

」

市
民
パ
ワ
ー
全
開
！

演
者
・
観
客
・
ス
タ
ッ
フ
が
一つ
に

但 東但 東

西
宮
市
吹
奏
楽
団
演
奏
会

さ
わ
や
か
な
調
べ
が

豊
岡
に
春
を
告
げ
る

日 高日 高

和い
ず
み泉

元も
と

彌や

フ
ァ
ミ
リ
ー
出
石
永
楽
館
公
演

狂
言
は
笑
い
の
芸
術

表
情
と
動
き
に
注
目
し
よ
う

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲100人を超える合同演奏は圧巻！

　

3
月
26
日
、
西
宮
市
吹
奏
楽
団
演
奏
会
〜
春
風
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
〜
を
、
日
高
文
化
体
育
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
演
奏
会
は
、
昭
和
62
年
に
日
高
文
化
体

育
館
の
竣
工
記
念
特
別
演
奏
会
に
、
同
楽
団
が
出
演

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ほ
ぼ
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
回
で
20
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

演
奏
会
に
は
、同
楽
団
の
ほ
か
日
高
町
吹
奏
楽
団
、

日
高
高
等
学
校
・
日
高
東
中
学
校
・
日
高
西
中
学
校

吹
奏
楽
部
も
出
演
し
、
事
前
の
合
同
練
習
会
で
は
、

音
楽
を
通
じ
た
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
1
0
0
人
を
超
え
る
合
同
演
奏
で
は
、
さ

わ
や
か
な
音
楽
の
調
べ
が
、
訪
れ
た
観
客
約
4
5
0

人
を
魅
了
し
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

▲総出演の躍動感あふれる舞台

　

3
月
29
日
、
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
幕

末
を
舞
台
に
し
た
「
終
わ
り
な
き
蒼
茫
」
を
上
演
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
公
募
に
よ
る
出
演
者
15
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
15
人
と
市
職
員
が
力
を
合
わ
せ

て
創
り
上
げ
た
演
劇
で
す
。
今
回
、
こ
の
ホ
ー
ル
で

初
め
て
上
演
す
る
に
当
た
り
、
2
月
に
は
、
同
ホ
ー

ル
で
、舞
台
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

観
客
は
、
パ
ワ
フ
ル
で
、
時
に
は
幻
想
的
な
舞
台

に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
舞
台
に
立
っ

た
坂
岡
明
美
さ
ん（
但
東
町
中
山
）は
、「
観
客
と
の

一
体
感
に
感
動
し
ま
し
た
」と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

豊
岡
は
文
化
芸
術
の
香
る
ま
ち
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

4
月
4
日
、
出
石
永
楽
館
で
、
和
泉
元
彌
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
よ
る
狂
言
公
演
が
開
催
さ
れ
、
約
1
5
0
人

の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

公
演
は
、
ま
ず
狂
言
入
門
の
話
で
ス
タ
ー
ト
。
和

泉
元
彌
さ
ん
が
、「
昔
の
言
葉
遣
い
で
も
、
表
情
と

動
き
で
理
解
で
き
る
」
と
、
初
め
て
の
方
で
も
狂
言

を
楽
し
め
る
“
コ
ツ
”
を
伝
授
し
ま
し
た
。
狂
言
が

演
じ
ら
れ
る
と
、
会
場
の
至
る
所
で
拍
手
と
笑
い
声

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
演
最
後
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
観
客

と
演
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
狂
言
の
声
の
出
し
方
を

実
際
に
体
験
す
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

▲観客を魅了する和泉元彌さん（右）と三
み

宅
やけ

藤
とう

九
く

郎
ろう

さん
（左）の熱演の１コマ
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コーちゃん・オーちゃんの
「見つけた！豊岡元気人」

球
根
を
集
め
て

ま
つ
り
を
し
よ
う

　
「
市
の
花
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に

選
ば
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
ま
つ
り
も

知
名
度
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
来
る
ま
で
に
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
実
行
委
員

長
の
霜
倉
さ
ん
。

　

但
東
地
域
で
は
、
昭
和
24
年
に

米
作
り
の
裏
作
と
し
て
、
田
ん
ぼ

で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
栽
培
が

始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
に
入
り
、

価
格
の
安
い
外
国
の
球
根
が
市
場

に
出
回
っ
た
り
、
農
家
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
球
根
栽
培
が
幕
を

閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
霜
倉
さ
ん
ら
12
戸

の
球
根
農
家
は
、「
こ
の
ま
ま
終

わ
る
の
な
ら
、
最
後
に
個
々
に
栽

培
し
て
い
る
球
根
を
1
カ
所
に
集

め
て
ま
つ
り
を
し
よ
う
」
と
、
平

成
4
年
、
第
１
回
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
ま
つ
り
を
但
東
町
坂
野
で
２
日

間
開
催
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
々
か
ら
「
き
れ
い

だ
っ
た
。ま
た
来
年
も
」の
声
に
翌

年
も
開
催
。
そ
し
て
、転
機
が
…
。

花
で
人
が
呼
べ
る

　

平
成
６
年
に
開
催
さ
れ
た
「
但

馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
」
の
ジ
ャ

ン
ボ
花
壇
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す

る
た
め
、
場
所
を
現
在
の
但
東
町

畑
山
に
移
し
、
初
め
て
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
花
で
描
く
フ
ラ
ワ
ー

ア
ー
ト
で
子
午
線
の
通
る
ま
ち
と

し
て
、「
日
本
列
島
」
に
挑
戦
し
、

約
１
万
５
千
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
「
花
で
人
が
呼
べ
る
。
農
家
の

み
ん
な
も
自
信
が
付
い
た
」
と
霜

倉
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

人
が
天
気
に
合
わ
す

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
づ
く
り
は
、

前
年
の
春
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
連
作
障
害
を

起
こ
す
た
め
、
毎
年
同
じ
場
所
に

植
え
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、田
ん
ぼ
選
び
か
ら
始
め
ま
す
。

そ
し
て
、
ア
ー
ト
の
図
案
を
来
年

の
話
題
性
な
ど
を
考
慮
し
て
作
成

し
ま
す
。

　

図
案
が
で
き
る
と
、
次
は
球
根

植
え
。
10
月
下
旬
、
田
ん
ぼ
を
起

こ
し
、
測
量
し
、
白
い
杭
を
立
て
、

ロ
ー
プ
で
絵
の
線
を
引
き
、
そ
し

て
、
翌
日
、
約
20
人
で

10
万
球
の
球
根
を
植
え

て
い
き
ま
す
（
後
日
、

ア
ー
ト
以
外
の
90
万
球

を
植
え
付
け
）。

　

霜
倉
さ
ん
は
、「
天

気
予
報
を
見
る
こ
と
が

日
課
で
す
。こ
の
時
期
、

但
馬
地
域
は
、
天
気
が

悪
い
。
田
ん
ぼ
が
乾
き
、
植
え
付

け
を
考
え
る
と
晴
れ
の
日
が
５
日

続
か
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
人
の

都
合
に
天
気
は
合
わ
せ
て
く
れ
な

い
か
ら
、
人
が
天
気
に
合
わ
す
こ

と
が
大
変
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

人
を
楽
し
ま
せ
た
い

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
不
思
議
な

こ
と
に
早
く
植
え
て
も
遅
く
植
え

て
も
、
冬
を
越
せ
ば
、
４
月
に
は

花
が
咲
き
ま
す
。
そ
し
て
、
球
根

は
、
花
が
散
っ
て
か
ら
大
き
く
な

り
ま
す
。
こ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

う
ち
、
約
50
万
球
が
出
荷
さ
れ
、

出
荷
量
は
、
西
日
本
一
で
す
。

　

霜
倉
さ
ん
は
「
人
を
楽
し
ま
せ

た
い
。
お
客
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る

と
、苦
労
が
報
わ
れ
ま
す
。
私
は
、

ま
つ
り
の
開
催
前
か
ら
来
年
も
来

て
い
た
だ
く
た
め
に
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

話
し
、
既
に
来
年
の
開
催
を
見
据

え
て
い
ま
し
た
。

　

1
0
0
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
る「
た
ん
と
う

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」（
４
月
26
日
ま
で
開
催
中
）。そ
の
ま

つ
り
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
実
行
委
員
長
を
紹
介
し
ま
す
。

霜
倉
和
典
さ
ん（
55
歳
）但
東
町
坂
津

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
訪
れ
る
人
を

笑
顔
に
さ
せ
る
仕
掛
け
人

▲努力の結晶‼フラワーアートの「ペンギン」を展望台から望む霜倉さん

▲霜倉さんは、農業生産法人で米、
ピーマン、ウドなどを栽培経営
している

.
.
.
.
.
.

.
.
.
.
.
.

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
訪
れ
る
人
を

笑
顔
に
さ
せ
る
仕
掛
け
人

コーちゃん・オーちゃんの
「見つけた！豊岡元気人」
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音
楽
で
、
生
活
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を

『
豊
岡
マ
ン
ド
リ
ン・
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』（
豊
岡
）

　

豊
岡
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
練
習
日
の
第
２

土
曜
と
第
４
金
曜
日
は
、
豊
岡
市

民
プ
ラ
ザ
の
会
場
か
ら
、
や
さ
し

い
調
べ
が
流
れ
て
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
6
月
に
4
人
で
発
足

し
た
同
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
、
会
員

は
20
人
に
な
り
、
30
歳
代
か
ら
70

歳
代
ま
で
の
方
が
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

演
奏
で
は
、
主
に
マ
ン

ド
リ
ン
、
マ
ン
ド
ラ
が
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
、
マ
ン
ド
セ

ロ
が
低
音
部
を
、
ギ
タ
ー

が
伴
奏
を
担
当
し
ま
す
。

マ
ン
ド
ラ
、
マ
ン
ド
セ
ロ

は
、マ
ン
ド
リ
ン
と
形
は
同
じ
で
、

一
番
大
き
い
マ
ン
ド
セ
ロ
が
最
も

低
い
音
を
出
し
ま
す
。
マ
ン
ド
リ

ン
な
ど
は
、
ト
レ
モ
ロ
奏
法
（
音

が
連
続
す
る
弾
き
方
）
で
、
と
り

わ
け
美
し
い
音
色
を
奏
で
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
」
に
加
え
、
福
知
山
市
や
丹
波

市
の
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
、
初
め
て

「
北
近
畿
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
慰
問
演
奏
会
も
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
民
音
楽
祭
に
も
出
演

す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
近
隣
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ
と
の
演
奏
会
を
開
催
し
、
マ

ン
ド
リ
ン
を
県
北
部
で
広
め
た
い

と
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

　

3
月
27
日
も
、
熱
心

な
練
習
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
会
員
で
指

導
者
も
兼
ね
る
水
嶋
正

之
さ
ん（
出
石
町
嶋
）の

「
休
憩
」
の
声
で
、
場
は

い
っ
ぺ
ん
に
和
み
ま
し
た
。

　

会
長
の
吉
田
真
策
さ

ん
（
九
日
市
上
町
）
は
、

「
音
楽
が
好
き
な
人
が
集
ま
っ
て
、

み
ん
な
で
創
り
上
げ
て
い
く
楽
し

さ
、
喜
び
は
最
高
で
す
」
と
話
し

ま
す
。

　

7
月
に
は
、
プ
ロ
の
演
奏
家
を

招
き
、
神
鍋
で
合
宿
を
し
ま
す
。

家
に
ギ
タ
ー
や
マ
ン
ド
リ
ン
が

眠
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

　

会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
吉
田

さ
ん
ま
で
。
☎
24
－
0
3
6
5

▲練習成果をフェスティバルで披露

　

城
崎
温
泉
街
の
東
に
位
置
す
る

城
崎
保
育
園
。
周
囲
は
、
山
に
囲

ま
れ
、
の
ど
か
な
環
境
の
中
、
園

児
た
ち
は
、
元
気
に
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
す
。

　

4
月
8
日
、
４
歳
児
29
人
が
お

花
見
に
出
か
け
ま
し
た
の
で
、
そ

の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

車
に
気
を
付
け
て

サ
ク
ラ
を
見
に
行
こ
う
！

　

木
屋
町
の
大お

お

谿た
に

川
沿
い
の
サ
ク

ラ
並
木
を
目
指
し
て
保
育
園
を
出

発
。道
路
を
歩
く
と
き
は
、友
達
と

手
を
つ
な
ぎ
右
側
を
歩
き
ま
す
。

交
差
点
で
は
、
左
右
を
確
認
し
て

手
を
挙
げ

て
渡
り
ま

す
。
そ
ろ

そ
ろ
サ
ク

ラ
の
花
の

香
り
が
し

て
き
ま
し

た
。

き
れ
い
だ
ね
！

満
開
の
サ
ク
ラ

　

園
児
た

ち
は「
サ
ク

ラ
が
い
っ

ぱ
い
咲
い

て
い
る
よ
」

「
き
れ
い

だ
ね
」
と

話
し
な
が

ら
歩
き
、

橋
の
上
か

ら
サ
ク
ラ
の

花
び
ら
を
触

っ
た
り
、
記
念

写
真
を
撮
っ
た
り
し
ま
し
た
。
次

は
、
城
崎
温
泉
の
源
泉
に
あ
る
足

湯
を
目
指
し
て
歩
き
ま
す
。

い
い
湯
だ
な
♪

足
湯
は
気
持
ち
い
い
！

　

足
湯
に
到
着
。
靴
と
靴
下
を
脱

い
で
足
湯
に
入
り
ま
す
。「
温
か

い
な
あ
」
「
歩
い
て
疲
れ
た
よ
」

「
気
持
ち
い
い
な
」「
い
い
湯
だ
な
」と

園
児
た
ち

は
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
。

足
湯
か
ら

上
が
る
と
、

お
楽
し
み
の

お
や
つ
の
時

間
、サ
ク
ラ
を

見
な
が
ら
、
リ
ン
ゴ

ジ
ュ
ー
ス
を
み
ん

な
で
飲
み
ま
し
た
。

楽
し
い
な
♪

帰
っ
て
何
を
話
そ
う
か
な
？

　

も
う
、
保
育
園
に
帰
る
時
間
と

な
り
ま

し
た
。

サ
ク
ラ

並
木
を

友
達
と

元
気
に
歩
き
、
楽
し
い
思
い
出
の

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
園
や
家
庭
に
帰
っ
て
か
ら

楽
し
い
お
話
が
で
き
た
か
な
。

城
崎
保
育
園
（
城
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
67
人
〉

保
育
園
に
広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑮
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﹁
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
﹂
を
ご
存
じ
で
す
か
？

●
は
じ
め
ま
し
て
！

　

皆
さ
ん
、「
豊
岡
市
く
ら
し
の

相
談
室
（
以
下
、
相
談
室
）」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

啓
発
講
座
で
い
ろ
い
ろ
な
地
区

な
ど
に
行
き
ま
す
が
、
参
加
者
に

尋
ね
る
と
相
談
室
を
知
ら
な
い
と

い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

実
は
、
旧
豊
岡
市
で
平
成
3
年

4
月
に
誕
生
し
て
お
り
、近
年
は
、

毎
年
2
0
0
件
以
上
の
消
費
生
活

相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
複
雑

化
、
専
門
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る

相
談
業
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

消
費
生
活
行
政
を
推
進
し
、
平
成

21
年
度
か
ら
消
費
生
活
相
談
員
を

2
人
に
増
員
し
、
体
制
を
強
化
し

ま
し
た
。

●
相
談
室
っ
て
何
す
る
の
？

　

私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
の
中

で
、
悪
質
な
訪
問
販

売
、
架
空
請
求
、
多
重

債
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
室
は
、「
消
費
者
の
権
利

の
尊
重
お
よ
び
そ
の
自
立
の
支
援

を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
消
費
者
か
ら

の
苦
情
や
相
談
を
受
け
、
そ
の
解

決
に
向
け
て
、
消
費
者
へ
の
助
言

と
、
消
費
者
と
事
業
者
の
間
に
入

り
交
渉
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
場
合
は
ど
う
す
れ

ば
？
困
っ
た
！
」
な
ど
、
ど
ん
な

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
と
き
は
相
談
室
へ

◆
悪
質
な
訪
問
販
売

・
脅
さ
れ
て
不
本
意
な
契
約
を
さ

　

せ
ら
れ
た
。

・
う
そ
を
告
げ
ら
れ
て
必
要
の
な

　

い
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

◆
架
空
請
求

・
最
終
通
告
と
い
う
身
に
覚
え
の

　

な
い
は
が
き
が
届
い
た
。

・「
オ
レ
オ
レ
」
と
身
内
を
名
乗

　

る
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
。

・
お
金
を
貸
す
た
め
に
、
現
金
自

　

動
預
け
払
い
機
の
操
作
が
必
要

　

だ
と
言
わ
れ
た
。

◆
多
重
債
務

・
複
数
の
消
費
者
金
融
か
ら
借
金

　

し
、
返
済
が
困
難
に
な
っ
た
。

●
一
人
で
悩
ま
な
い

　

ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル

で
も
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
家
族
や
信
用
の

で
き
る
方
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

誰
も
だ
ま
さ
れ
た
く
て
だ
ま
さ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

ま
す
業
者
が
、
消
費
者
よ
り
情
報

の
質
や
量
、
交
渉
力
が
上
手
な
だ

け
な
の
で
す
。
仕
方
が
な
い
と
あ

き
ら
め
る
前
に
、
で
き
る
だ
け
早

く
相
談
く
だ
さ
い
。

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝

　

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

今
月
か
ら
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り

や
す
い
消
費
生
活
の
話
を
、「
く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
」
と
し
て
、

事
例
を
混
じ
え
な
が
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、
事
例
を
よ
く
知
り
、
自

分
も
被
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
「
賢
い
消
費
者
」
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
1

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
球

の
表
面
に
は
、
窒
素
や
酸
素
な
ど

の
大
気
が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ

ン
、
フ
ロ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
と
呼
ば
れ
る
気
体
は
、
地
表
面

か
ら
放
射
さ
れ
る
熱
を
吸
収
し
、

地
表
面
に
再
放
射
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
球
の
平
均
気

温
を
一
定
に
保
つ
の

に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加
す

る
と
、
地
表
面
に
再
放
射
さ
れ
る

熱
が
増
え
、
地
球
の
平
均
気
温
が

上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
産
業
の
発
展
に
と

も
な
い
、
石
炭
や
石
油
を
大
量
に

消
費
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
長
い
間
、
一
定
に
保
た
れ
て

き
た
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
量

が
2
0
0
年
前
と
比
べ
て
35
％
程

度
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
類
が
同
じ
よ
う

な
活
動
を
続
け
る
と
、
21
世
紀
末

に
は
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が
今
の

2
倍
以
上
に
な
り
、
地
球
の
平
均

気
温
が
さ
ら
に
上
昇
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
地
球
が
温
暖
化
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

温
暖
化
の
影
響
は
、
世
界
の
一

部
で
起
こ
る
だ
け
で
は
な
く
、
私

た
ち
の
身
近
な
生
活
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
が
出
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
、

「
ち
ょ
っ
と
で
も
」
で
き
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
参
考　

全
国
地
球
温
暖
化
防
止

　

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jccca.org/
index.php

　

　

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
温
暖
化
の
問
題
と
対
策
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
地
球
規
模
で
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
球

温
暖
化
対
策
は
、
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回

は
、
地
球
の
温
暖
化
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
︽
問
合
せ
︾
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
☎
21

－

9
0
1
7

「
地
球
温
暖
化
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
!
1

【 関連記事　6ページ「出前講座」・24ページ「消費者月間事業」 】
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▽
山
下
久
一
（
出
石
町
長
砂
）

■
兵
庫
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

会
長
賞

▽
観
音
寺
営
農
組
合
（
日
高
町
観

音
寺
）

▽
後
藤
喬た
か
お雄

（
滋
賀
県
大
津
市
）

　

故
後
藤
孝
三
画
伯
の
油
彩
画
11

点
と
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
10
冊

▽
日
本
海
信
販
株
式
会
社
豊
岡
支

店
（
城
南
町
）

　

1
6
1
、7
9
8
円

▽
映
画
「
G
A
T
E
」
上
映
会
実

行
委
員
会

　

日
高
文
化
体
育
館
に
暗
幕
2
組

▽
兵
庫
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組

　

ま
ま
ご
と
大
好
き
。大
き
く
な
っ

た
ら
一
緒
に
お
料
理
し
よ
う
ね
♡

（
父 

晶
仁
・
母 

千
代
美
、駄
坂
）

　

１
歳
お
め
で
と
う
！
上
手
に
歩
け

る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。こ
れ
か
ら
も

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

（
父 

周
吾
・
母 

佳
余
子
、高
屋
）

竹内悠
ゆ う ま

真ちゃん
（平成20年3月27日生）

柴田美
み ゆ

優ちゃん
（平成18年7月10日生）

　

予
定
日
ぴ
っ
た
り
に
産
ま
れ
て
き

て
く
れ
た
修
ち
ゃ
ん
。こ
れ
か
ら
お
散

歩
い
っ
ぱ
い
し
よ
ー
ね
♡

（
父 

裕
一
・
母 

優
子
、駄
坂
）

宮村修
しゅうせい

世ちゃん
（平成20年12月12日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課

「すくすく日記係」へお送りください。

　

あ
な
た
の
笑
顔
の
お
か
げ
で
、や

さ
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
ん
だ
よ
。

（
父 

吉
浩
・
母 

江
利
、竹
野
町
二
連
原
）

太田歩
ほ づ み

積ちゃん
（平成20年3月18日生）

　

こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
ね
。

（
父 

了
一
・
母 

麻
衣
子
、千
代
田
町
）

上垣若
わ か な

菜ちゃん
（平成20年4月3日生）

平
成
20
年
度

土
地
改
良
事
業
功
労
者
表
彰

兵
庫
県

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

優
良
集
落
営
農
組
織
表
彰

合
（
神
戸
市
）

　

1
0
5
、0
0
0
円

▽
小
谷　

淨き
よ
し・
郁
子
（
城
南
町
）

　

1
0
0
万
円

　　

宵
田
商
店
街
の
「
か
ば
ん
を
ア

イ
テ
ム
と
し
た
商
店
街
の
活
性
化

の
取
組
み
」
が
、
経
済
産
業
省
・

中
小
企
業
庁
の
「
新
・
が
ん
ば
る

商
店
街
77
選
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

宵
田
商
店
街
を「
カ
バ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
」と
し
て
位
置
付
け
、「
カ

バ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
核
に
し

た〝
か
ば
ん
産
地
豊
岡
〟の
情
報
発

信
の
取
組
み
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
担
い
手
と
し
て
、ま
た
、

ア
イ
デ
ア
と
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
る
商
店
街
の
取
組

み
と
し
て
、
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
31
日
、
国
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
る
赤
木
家
住
宅（
引
野
）が
、

県
の「
景
観
形
成
重
要
建
造
物
」に

も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
が
、
魅
力
あ
る
景

観
の
適
切
な
保
存
お
よ
び
維
持
管

理
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
良

好
な
景
観
形
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
建
造
物
や
樹
木
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

赤
木
家
住
宅
は
、
砂
防
の
神
様

と
呼
ば
れ
た
赤
木
正
雄
さ
ん
の
生

家
で
、
母
屋
は
1
8
7
0
年
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
家
の
周
囲
に
は
、

濁
流
が
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に

竹
や
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

緑
豊
か
な
田
園
風
景
に
溶
け
込
ん

で
い
ま
す
。

赤
木
家
住
宅
が

 

県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

▲宵田商店街：カバンストリート

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

寄
付
・
寄
贈
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
付
・
寄
贈
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

宵
田
商
店
街
が
経
済
産
業
省
の

『
新
・
が
ん
ば
る
商
店
街
77
選
』

に
選
ば
れ
ま
し
た

▲赤木家住宅
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■
館
長
講
座
「
但
馬
に
お
け
る

須
恵
器
生
産
」

▽
日
時　

6
月
13
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜

▽
場
所　

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

映
像
ホ
ー
ル

▽
そ
の
他　

い
ず
れ
も
聴
講
は
無

料
で
、
申
込
み
も
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

但
馬
国
府
・
国
分
寺

館
☎
42
－
6
1
1
1

▽
入
場
料　

大
人
1
、0
0
0
円
、

障
害
者
・
高
校
生
以
下
5
0
0
円

▽
問
合
せ　
「
ふ
る
さ
と
を
く
だ

さ
い
」
上
映
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
お

ず
き
内
）
☎
29
－
1
7
1
7

　

市
内
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
か

ら
、
豊
岡
の
古
代
史
の
一
端
を
探

り
ま
す
。

▽
会
期　

7
月
7
日（
火
）ま
で

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
水
曜
日
休
館
。
た
だ
し
、4
月

29
日（
水
・
祝
）と
5
月
6
日

（
水
・
休
）は
開
館
し
、
そ
の
翌

日
を
休
館
日
と
し
ま
す
。

▽
場
所　

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

企
画
展
示
室

▽
入
館
料　

大
人
5
0
0
円
（
65

歳
以
上
2
5
0
円
）、
高
校
生

2
0
0
円
、
小
中
学
生
1
5
0

円
（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
使
用
者

は
無
料
）

◆
企
画
展
関
連
講
座

■
学
芸
員
講
座

「
須
恵
器
の
年
代
を
知
る
」

▽
日
時　

5
月
16
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜

▽
場
所　

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

映
像
ホ
ー
ル

●豊 岡 市 役 所
　☎23−1111
●城崎総合支所
　☎32−0001
●竹野総合支所
　☎47−1111
●日高総合支所
　☎42−1111
●出石総合支所
　☎52−3111
●但東総合支所
　☎54−1000

催　

し

消
費
者
月
間
事
業

募　

集

　

5
月
は「
消
費
者
月
間
」で
す
。

今
年
度
は「
し
ま
っ
た
、
困
っ
た
、

そ
の
時
は
〜
消
費
者
セ
ン
タ
ー
は

生
活
の
お
医
者
さ
ん
〜
」を
テ
ー

マ
に
講
演
と
寸
劇
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　

5
月
25
日（
月
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

県
立
但
馬
文
教
府

▽
内
容

〈
講
演
〉

・
演
題　
「
裏
話
、
消
費
者
行
政

一
元
化
」

・
講
師　

明
治
学
院
大
学
准
教
授

圓
山
茂
夫
さ
ん

〈
寸
劇
〉

・
演
題　
「
闘
う
但
馬
生

活
科
学
セ
ン
タ
ー
」

・
事
例　

最
近
の
悪
質
商
法
な
ど

▽
申
込
期
限　

5
月
22
日（
金
）

▽
問
合
せ　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン

タ
ー
☎
23
－
1
4
9
0

　

障
害
者
が
共
に
働
く
こ
と
で
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
共
同
作
業
所
の
人
々
と
、
地
域

で
暮
ら
す
人
々
を
主
人
公
に
し
た

心
温
ま
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
で

す
。

▽
日
時　

5
月
30
日（
土
）

　

第
1
部　

午
前
10
時
30
分
〜

　

第
2
部　

午
後
2
時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

 

第
16
回
企
画
展

「
古
代
陶
芸
の
粋す
い　

須す

え

き
恵
器｣

映
画｢

ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い｣

上
映
会

伊
藤
清
永
美
術
館

友
の
会
会
員
募
集

　

伊
藤
清
永
美
術
館
は
、
今
年
、

開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

▽
年
会
費　

1
、0
0
0
円
（
有

効
期
限
は
平
成
22
年
3
月
31
日
）

▽
活
動
内
容

○
美
術
館
見
学
・
鑑
賞
の
旅
に
参
加

○
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

○
美
術
館
事
業
の
協
力
・
支
援
活

動
○
講
演
会
・
講
習
会
・
研
修
会
の

開
催
な
ど

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
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必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
年
会

費
を
添
え
て
同
美
術
館
ま
た
は

文
化
振
興
課
で
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

伊
藤
清
永
美
術
館（
出

石
町
内
町
）☎
52
－
5
4
5
6

｢

マ
ロ
ニ
エ
の
里｣

味
便
り

会
員
募
集

　

神
鍋
高
原
か
ら
、
採
れ
た
て
の

旬
の
野
菜
を
、
季
節
ご
と
に
お
届

け
す
る
、年
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
発
送
時
期
・
内
容

第
1
便
7
月

中
旬

団
子
の
粉
、
ハ
チ
ミ

ツ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

第
2
便
9
月

中
旬

新
米
こ
し
ひ
か
り
、

山
椒
味
噌
、
ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
溶
岩

ジ
ャ
ン
ボ
饅

ま
ん
じ
ゅ
う頭

、
か

ぼ
ち
ゃ
な
ど

第
3
便
12
月

中
旬

栃
も
ち
、
白
も
ち
、

豆
も
ち
、
草
も
ち
、

神
鍋
つ
る
し
柿
、

ま
る
ご
と
日
高
味

噌
な
ど

▽
会
費　

1
便
に
付
き
5
、0
0 

0
円

▽
特
典　

第
1
便
〜
3
便
を
す
べ

て
申
込
み
の
方
は
、1
年
間
、

か
ん
な
べ
湯
の
森「
ゆ
と
ろ
ぎ
」

利
用
料
金
3
割
引（
5
人
ま
で
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

道
の
駅

「
神
鍋
高
原
」
☎
45
－
1
3
3
1

市
民
文
化
招
へ
い
事
業
の
募
集

　

市
民
団
体
が
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
」
を
使
用

し
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
演
劇
や
演
奏
会
を
開
催
す
る
場

合
に
、
最
大
15
万
円
の
補
助
を
行

い
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
開
催
す

る
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体

・
芸
術
文
化
事
業
を
行
う
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
し
た
団
体

・
代
表
者
お
よ
び
事
務
局
が
確
立

し
た
団
体

・
代
表
者
が
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
あ
る
団
体

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

▽
対
象
事
業

・
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
を
使
用
し
て

行
う
優
れ
た
芸
術
文
化
事
業

・
専
門
家
（
プ
ロ
）
の
招
へ
い
に

よ
り
行
う
有
料
の
事
業

※
た
だ
し
、
政
治
や
宗
教
の
広
報

宣
伝
、
営
利
お
よ
び
一
門
の
発

表
を
目
的
と
す
る
事
業
は
除
く
。

▽
補
助
額　

5
万
円
〜
15
万
円

　
（
団
体
が
実
施
す
る
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
で
、
事
業
計

画
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
予
算

の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
）

▽
応
募
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
限　
〈
第
1
次
〉5
月
31

日（
日
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　
（
〒
6
6
8
－
0
0
3
1  

大
手

町
4
－
5
）
☎
24
－
3
0
0
0

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
開
催
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
募
集
内
容　

車
乗
り
入
れ
ブ
ー

ス 

1
5
0
ブ
ー
ス
（
5
メ
ー

ト
ル
×
6
メ
ー
ト
ル
）

▽
出
店
費
用　

1
ブ
ー

　

ス 

5
、0
0
0
円

▽
参
加
資
格　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
基
本
理
念
「
再
生
利
用
」

を
も
と
に
参
加
す
る
方

※
18
歳
未
満（
高
校
生
以
下
）は
不
可

※
飲
食
物
、
動
物
類
、
コ
ピ
ー
商

品
な
ど
法
律
に
触
れ
る
も
の
や

危
険
物
な
ど
は
出
店
不
可

▽
応
募
方
法　

電
話
で
予
約
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、
説
明
し
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

5
月
22
日（
金
）

※
募
集
数
に
な
り
次
第
締
切

◆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

出
演
者
募
集

▽
開
催
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
「
特
設
ス

テ
ー
ジ
」

▽
ジ
ャ
ン
ル　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
ン
ド
（
ド
ラ
ム
ス
は
含
ま

な
い
）、
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、

ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
、
各
種
ダ

ン
ス
、も
の
ま
ね
、手
品
、ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
な
ど

▽
応
募
資
格　

当
日
、
出
演
可
能

な
方
で
年
齢
、
性
別
、
グ
ル
ー

プ
、
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
持

参
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
組
数　

10
団
体
程
度

▽
参
加
費　

1
、0
0
0
円

▽
募
集
期
限　

5
月
15
日（
金
）

▽
そ
の
他　

出
演
時
間
な
ど
の
詳

細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

ド
ー
ム（
〒
6
6
9
－
5
3
7
9

日
高
町
名
色
88
－
50
）T
A
J 

I
M
A
D
O
M
E
フ
ェス
テ
ィ
バ

ル
2
0
0
9
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
係
ま
た
は
パフ
ォ
ー

マ
ン
ス
大
会
出
演
者
募
集
係

　
☎
45
－
1
9
0
0 

FAX　

45
－
1
9
0
1

Tた
じ

ま

ド

ー

ム

A
J
I
M
A
D
O
M
E

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
9

〜
春
物
語
〜

＝
5
月
31
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
＝
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講
座
・
講
習

｢
ふ
れ
あ
い
テ
ニ
ス｣参加

者
募
集

　

テ
ニ
ス
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
「
ふ
れ

あ
い
テ
ニ
ス
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
日
時　

毎
週
水
・
金
・
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午（
雨
天
中
止
）

▽
場
所　

神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
神
美
台
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

1
回
2
0
0
円

　
（
コ
ー
ト
代
・
ボ
ー
ル
代
）

▽
持
ち
物　

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、

シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

な
ど（
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
も
若
干
有
）

▽
申
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公

園
☎
26
－
0
0
0
5
ま
た
は
市

テ
ニ
ス
協
会　

上
田　

篤
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
5
1
6
4
－
6
5
3
5

　
（
午
後
6
時
〜
8
時
）

大
切
な
住
ま
い
と
暮
ら
し
を

　

考
え
る
職
人
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
住
ま
い
塾

　

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
時
、

安
心
し
て
家
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
、
事
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
や
建
築
で
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ

ル
、
家
の
価
格
の
内
訳
な
ど
、
住

宅
問
題
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

5
月
16
日（
土
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

▽
内
容　

第
4
回
テ
ー
マ
「
土
地

と
建
物
の
規
制
」「
知
っ
て
お

く
べ
き
税
金
」

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.hokutankenchi

ku.com

▽
受
講
料　

無
料

▽
問
合
せ　

北
但
建
築
連
合
会
豊

岡
支
部
事
務
局
（
豊
岡
商
工
会

議
所
内
）
☎
22
－
4
4
5
6

▽
講
習
種
別
お
よ
び
日
時

・
給
油
取
扱
所
講
習

　

7
月
31
日（
金
）

・
全
区
分
講
習
（
従
事
す
る
危
険

物
施
設
の
種
類
を
問
わ
な
い
）

　

11
月
27
日（
金
）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館
（
立
野
町
）

▽
対
象　

危
険
物
施
設
に
お
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す

る
危
険
物
取
扱
者
で
、
消
防
法

に
よ
り
平
成
21
年
度
に
受
講
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

▽
受
講
手
数
料　

4
、7
0
0
円

の
兵
庫
県
収
入
証
紙

▽
受
付
期
間　

5
月
7
日（
木
）〜

22
日（
金
）

▽
申
込
方
法　
（
財
）兵
庫
県
危
険

物
安
全
協
会（
〒
6
5
0
－
0
0

　

1
1 

神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
4
丁
目
16
－
3
）へ
特
定
記
録

郵
便
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
書
配
布
場
所　

消
防
本
部

予
防
課
お
よ
び
各
分
署
、
出
張

所
、
駐
在
所

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
☎
24
－
8
0
4
5

教　

室

平
成
21
年
度

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

▽
日
時　

5
月
19
日（
火
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

新
緑
を
競
い
合

う
苔こ

け

玉
づ
く
り

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ

ん
▽
受
講
料　

2
、5
0
0
円
（
材

料
費
含
む
）

▽
募
集
人
員　

40
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

5
月
7
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

環
境
衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室

「
5
月
講
座
」

▽
日
時　

5
月
22
日
、6
月
12
日
、

26
日
、7
月
3
日
、
17
日
の
い

ず
れ
も
金
曜
日（
5
回
コ
ー
ス
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午

後
零
時
30
分

▽
場
所　

日
高
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

3
歳
以
上
の
就
学
前
幼

児
と
そ
の
保
護
者

▽
参
加
費　

1
回
1
組
2
0
0
円

▽
定
員　

12
組
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

5
月
11
日（
月
）〜

20
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
総
合

支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
21
－
9
0
5
5

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

（
幼
児
食
教
室
）
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▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
中
学
生

▽
内
容　

慣
れ
親
し
み
な
が
ら
硬

式
テ
ニ
ス
の
基
本
技
術
を
身
に

つ
け
ま
す

▽
参
加
費　

1
回
3
0
0
円
（
保

険
料
な
ど
）

▽
持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー

ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

※
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
も
多
少
有

▽
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
電

話
番
号
、
ラ
ケ
ッ

ト
の
有
無
を
記
入

の
上
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

5
月
15
日（
金
）

▽
問
合
せ　

市
テ
ニ
ス
協
会　

天

野
良
昭
さ
ん

 

☎
0
9
0
－
2
1
0
4
－
3
0
6
9

　

FAX　

26
－
0
0
0
7

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

toyocta@
yahoo.co.jp

平
成
21
年
度　

調
理
師
試
験

試　

験

制　

度

　

折
り
紙
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
箸
置

き
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

5
月
3
日（
日
・
祝
）午

前
10
時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
（
祥

雲
寺
）

▽
講
師　

水
嶋　

勉
さ
ん
（
折
り

紙
工
芸
作
家
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
そ
の
他　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

折
り
紙
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

箸は
し

置
き
づ
く
り
教
室

作
成
時
間
は
約
10
分
。
時
間
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗　

☎
37
－
8
2
2
2

▽
日
時　

5
月
23
日（
土
）、
30
日

（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
中
止
、1
日
の
み
の
参
加

も
可

▽
場
所　

豊
岡
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
戸
牧
）

▽
試
験
日
時　

7
月
12
日（
日
）午

後
1
時
〜
3
時

▽
場
所　

県
立
豊
岡
高
等
学
校

　
（
京
町
）

▽
願
書
受
付
期
間　
5
月
11
日（
月
）

　

〜
18
日（
月
）

▽
合
格
発
表
日
時
・
場
所

　

8
月
17
日（
月
）

午
前
10
時
・
各

健
康
福
祉
事
務
所

▽
願
書
配
布　

豊
岡
健
康
福
祉
事

務
所
、
市
総
務
課
、
お
よ
び
各

総
合
支
所
総
務
課

▽
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

　

所（
幸
町
）☎
26
－
3
6
6
4

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
児
童
の
健

全
育
成
を
推
進
し
、
社
会
体
育
の

振
興
を
図
る
た
め
、

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
体
の
活
動
費
を

補
助
し
ま
す
。

▽
交
付
金
額

　

1
チ
ー
ム
2
0
、0
0
0
円

▽
申
込
期
限　

6
月
30
日（
火
）

▽
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
2
3
ま
た
は
各
総

合
支
所
教
育
分
室

種目 曜日 時間 場所 対象
少女バレー

ボール
毎週火・木曜日 18：00〜20：00

竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

小学生
女子毎週土・日曜日 9：00〜17：00

ミニバスケット
ボール 毎週水・金曜日 17：00〜20：00 小学生

家庭婦人
バレーボール

毎 週 水 曜 日 20：00〜22：00
婦人

毎 週 土 曜 日 20：30〜22：00
バレーボール 毎 週 木 曜 日 20：00〜22：00 成人
ビーチボール

バレー 毎 週 木 曜 日 20：00〜22：00 どなた
でも

剣　道
毎週水・木曜日 19：30〜21：00

小学生
以上

毎 週 土 曜 日 18：30〜21：00
柔　道 毎週水・土曜日 20：00〜22：00
空手道 毎 週 土 曜 日 17：00〜19：00

◇申込期限　5月7日（木）
◇申込み・問合せ　教育委員会竹野分室☎21−9077

スポーツ教室

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
体
験
教
室

スポーツ教室の参加者を募集します。

豊
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体

活
動
補
助
金
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小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

▽
対
象　

有
効
期
限
が
7
月
31
日

の
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
8

月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
の
20
歳
未

満
の
方
（
8
月
1
日
現
在
）

▽
受
付
期
間　

5
月
1
日（
金
）〜

6
月
30
日（
火
）

▽
必
要
書
類
等

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
更
新
申
請
書

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
意
見

書
（
医
師
の
記
載
に
よ
る
）

・
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
用
意
見
書

（
ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
者

の
み
。
医
師
の
記
載
に
よ
る
）

・
所
得
を
証
す
る
書
類

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
患
者
本
人
の
健
康
保

険
証
の
写
し

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
の
写
し
（
重
症
申
請
者
の

み
）

・
重
症
患
者
認
定
申
請
書
（
重
症

申
請
者
の
み
）

▽
申
請
・
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福

祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　

☎
26
－
3
6
6
2

▽
日
時　

5
月
16
日（
土
）

　

午
後
1
時
〜
4
時

　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

　

4
階　

中
会
議
室

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

豊
岡
市
社
会
教
育
関
係
団
体
等

各
種
大
会
派
遣
費
補
助
金

　

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
を

奨
励
し
、
市
民
の
心

身
の
健
全
な
発
達
と

明
る
く
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象　

県
大
会
以
上
の
各
種
大

会
に
市
内
社
会
教
育
関
係
団
体

な
ど
が
参
加
す
る
場
合

▽
交
付
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

2
分
の
1

▽
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
2
3
ま
た
は
教
育

委
員
会
各
分
室

但
馬
地
域
づ
く
り
活
動
応
援

助
成
事
業

　

地
域
団
体
の
活
性
化
や
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
住
民

や
地
域
団
体
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
主
体
的
に
取
組
む
活
動
に
対

し
、経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

但
馬
地
域
を
活
動
基
盤

と
す
る
地
域
団
体

▽
助
成
金
額

①
地
域
活
動
枠
事
業　

1
件
に
つ

き
50
万
円
以
内

②
広
域
活
動
枠
事
業　

1
件
に
つ

そ
の
他

相　

談

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

　
「
ふ
る
さ
と
但
馬
」で
の
就
職
を

希
望
す
る
皆
さ
ん
、
但
馬
地
域
の

企
業
の
人
事
担
当
者
と
面
接
・
相

談
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

5
月
15
日（
金
）午
後
1

時
〜
4
時（
正
午
か
ら
受
付
）

▽
場
所　

Hホ

テ

ル

O
T
E
L 

Kコ
ウ
シ
ョ
ウ

O
S
H
O

　
（
日
高
町
土
居
）

▽
対
象

・
平
成
22
年
春
に
大
学
、
短
大
、

各
種
専
門
学
校
卒
業
予
定
者

・
平
成
21
年
春
に
大
学
、
短
大
、
各

種
専
門
学
校
卒
業
の
未
就
職
者

・
U
タ
ー
ン
希
望
者

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

豊
岡
職
業
相
談
第
2
部
門

　

☎
23
－
3
1
0
1

き
1
0
0
万
円
以
内

▽
募
集
期
限　

5
月
22
日（
金
）

▽
説
明
会　

5
月
8
日（
金
）・
但

馬
長
寿
の
郷（
養
父
市
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

こ
こ
ろ
豊

か
な
美
し
い
但
馬
推
進
会
議
事

務
局（
但
馬
県
民
局
県
民
協
働

課
内
・
幸
町
）☎
26
－
3
6
4
7

第
21
回 

大
学
等
就
職
面
接
相
談
会

セ
レ
ク
シ
ョ
ン 

イ
ン 

た
じ
ま

休
日
急
病
診
療
所

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
診
療

　

休
日
急
病
診
療
所
で
は
、
日
曜

日
、
祝
日
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
連
休
中
も
開
設
し
ま
す
。

▽
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

▽
連
休
中
の
診
療
日

　

4
月
29
日（
水
・
祝
）、5
月
3

日（
日
・
祝
）、4
日（
月
・
祝
）、

5
日（
火
・
祝
）、6
日（
水
・
休
）

▽
受
付
時
間　

午
前
9
時
〜
11
時

30
分
、
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▽
問
合
せ　

休
日
急
病
診
療
所

　

☎
23
－
9
2
1
9
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▽
日
時
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
緊
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
5
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な

ど
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、
時

間
外
診
察
料
金

3
、1
5
0
円

の
負
担
が
あ
り

ま
す
。

豊
岡
・
日
高
・
出
石
都
市
計
画

下
水
道
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

市
で
は
、
都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
を
行
う
た
め
、
そ
の
案
を
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間　

4
月
28
日（
火
）〜

5
月
11
日（
月
）

▽
変
更
す
る
都
市
計
画
下
水
道

　

豊
岡
市
公
共

下
水
道
・
西

気
特
定
環
境

保
全
公
共
下

水
道
・
清
滝

特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
・
出
石
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道

▽
縦
覧
場
所　

都
市
整
備
課
ま
た

は
下
水
道
課

▽
意
見
書
の
提
出

　

こ
の
変
更
案
に
意
見
の
あ
る
市

民
・
利
害
関
係
者
は
、5
月
11

日（
月
）ま
で
に
、
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課

　

☎
22
－
1
8
0
1 意見書

月　日 担当医師・住所

5
月

3日 赤松　亮
（九日市）

17日 國屋正史
（養父市八鹿町）

24日 中沢　洋
（出石町）

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
の

無
償
配
布

　

日
本
郵
便
で
は
、
重
度
の
身
体

障
が
い
者
や
重
度
の
知
的
障
が
い

者
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
通
常
郵
便
は

が
き
を
入
れ
た
も
の
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
希
望
の
方
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
1
級

ま
た
は
2
級
の
方

・
療
育
手
帳
A
ま
た
は
1

度
、2
度
の
方

▽
配
布
は
が
き　

通
常
郵
便
は
が

き
の「
く
ぼ
み
入
り
」、「
無
地
」、

ま
た
は「
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
紙
」の

い
ず
れ
か
を
選
択
く
だ
さ
い
。

※
く
ぼ
み
入
り
は
が
き
は
、
は
が
き

の
表
面
左
下
部
に
半
円
形
の
く

ぼ
み
を
入
れ
、
上
下
・
表
裏
が
分

か
る
よ
う
に
し
た
は
が
き
で
す
。

▽
配
布
枚
数　

1
人
20
枚

▽
申
込
方
法　

最
寄
り
の
郵
便
局

　

ま
た
は
郵
便
事
業
㈱
各
支
店

（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
に
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
提
示
し
、
所
定
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
で
も
可
能
で
す
。

※
所
定
用
紙
は
、
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
く
）
の
ほ
か
、
福

祉
事
務
所
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
郵

送
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

6
月
1
日（
月
）

▽
問
合
せ　

郵
便
事
業
㈱
豊
岡
支

店
郵
便
課
☎
23
－
0
2
6
0

豊
岡
市
福
祉
ト
イ
レ
一
覧
表
を

市
内
1
2
4
箇
所
に
配
布
し
ま
し
た

　

但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員
会「
地

域
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」グ
ル
ー
プ
で
は
、
障
が
い

児（
者
）や
高
齢
者
、
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
、
ひ
ざ
痛
や
腰
痛
の
あ

る
方
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、

「
豊
岡
市
福
祉
ト
イ
レ
一
覧
表
」を

作
成
し
、
市
内
の
施
設
に
配
布
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
活
用
い
た
だ
き
、

安
心
し
て
外
出
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
箇
所　

但
馬
県
民
局
、
県

立
但
馬
文
教
府
、市
役
所
本
庁
、

各
総
合
支
所
、
豊
岡
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
本
館
、
各

分
館
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、
各

地
区
公
民
館
、
各
観
光
協
会
、

豊
岡
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

▽
問
合
せ　
「
地
域
の
助
け
合
い
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー　

中
嶋
忠
男
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
1
0
2
0
－
0
6
9
8

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52



2009年・第51回こどもの読書週間　〜今週の標語〜　笑顔のヒミツは本の中
　４月23日（木）～５月12日（火）は、「こどもの読書週間」です。23日は、「サン・ジョルディの日」（男
性は女性に花を贈り、女性は男性に本を贈るという、守護神『サン・ジョルディ』を讃えるスペイン・
カタルーニャ地方のお祭り）であり、「子ども読書の日」でもあります。
　図書館では「こどもの読書週間」にちなんだ催しを行っています。ぜひ、この機会に読書の楽しみ
や喜びを味わってください。ゴールデンウィークも４日（月・祝）、５日（火・祝）以外は開館していま
すので、多くの皆さんの来館をお待ちしています。

今月の本

日 曜日 時間 場所 行　事　名
１ 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
２ 土
３ 日・祝
４ 月・祝 （休館日）
５ 火・祝 （休館日）
６ 水・休 10：30～ 出石 えほんのとびら 

７ 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
11：00～ おはなしのゆりかご

８ 金

９ 土

9：30～ 但東 えほんのじかん（合橋地区公民館）
10：10～ 本館 土曜としょかん
10：30～ 城崎 おはなしのこべや
10：30～ 竹野 おはなし玉手箱
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの
11：00～ 但東 えほんのじかん（高橋地区公民館）

10 日
11 月
12 火 （休館日）
13 水
14 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
15 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
16 土 10：30～ 但東 おはなしのもり

17 日 13：20～ 本館 第２回古文書講座（初級）
15：00～ 第２回古文書講座（中級）

18 月
19 火 （休館日）
20 水
21 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
22 金

23 土

10：30～ 竹野 土曜おはなしのへや
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの
10：30～ 出石 おはなし会
14：00～ 本館 おはなし会

24 日
25 月
26 火 （休館日）
27 水

28 木 10：00～ 出石 お母さんのためのおはなし会（出石子育てセンター）
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会

29 金 （休館日）
30 土
31 日 10：30～ 日高 おはなし会

＜ 一 般 ＞
エブリワン氏の「裁判員日記」
一橋総合研究所　著（PHP研究所）

※詳細は、各館へ問い合わせください。

　５月から裁判員制度が始まります。

＜ 児 童 ＞
空とぶじゅうたん
マーシャ・ブラウン　再話・絵
松岡享子　訳（アリス館）

　３人の王子が、世にも珍しい宝を
求めて旅に出ました。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

５月の行事予定５月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高農村環境改善センター２階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）
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５月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は各センターに問い合わせください。
※定員があるもは、事前に申し込みください。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

　日高子育てセンターが、日高総合支所３階にリニュー
アルオープンしました。子育てセンターおよび子育てひ
ろば「きっずらんど」は、５月から次のとおり開館します。
▽開館曜日および開館時間
　火～金、土（第１は休館）、日（第１のみ開館、祝日の
場合は第２を開館）※祝日、年末年始は休館
・子育てセンター　午前８時30分～午後５時30分
・子育てひろば「きっずらんど」　午前10時～午後４時

日高子育てセンター  ☎42-4610・21-9058
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

パパとあそぼうデー
日　時 10（日）午前10時30分～11時
場　所 日高子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び、手遊び、体操

子育てミニ講話
日　時 28日（木）午前10時30分～11時
場　所 日高子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 保健師の話「トイレトレーニングについて」

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日・水（午後）曜日休館

自然と遊ぼう
日　時 18日（月）午前10時30分～午後1時30分
場　所 いずし古代学習館とその周辺
対　象 就学前の乳幼児と保護者
持ち物 お弁当、お茶、敷物、着替え、ベビーカー可
その他 参加を希望の方は事前に連絡ください。

お母さんのためのおはなし会

日　時 28日（木）午前10時～11時30分
場　所 出石子育てセンター　２階和室
対　象 子育て中のお母さん12人程度　託児をします。

内　容 絵本の読み聞かせ、絵本による子育てアドバ
イス「親子で自然に親しむ」

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東中央体育館）土（午後）・日・月曜日休館

体験農園（サツマイモ苗植え）
日　時 20日（水）午前10時～11時30分
場　所 但東町相田　サツマイモ畑に現地集合
対　象 就学前の乳幼児と保護者
持ち物 お茶、手袋、長ぐつ、汚れてもよい服装

母親交流
日　時 21日（木）午前10時～11時30分
場　所 但東子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者、妊婦
内　容 計測、ママ友達をつくりましょう

こどものこころ育ち講座
日　時 20日（水）・27日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　定員20人（保育は15人まで）
内　容 子どものこころの発達、しつけのポイント
講　師 臨床心理士　賚

たもう

　純
じゅん

雄
ゆう

さん
募集期間 8日（金）～18日（月）

なかよし広場
日　時 21日（木）午前9時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談

パパとあそぼうデー
日　時 23日（土）午前10時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着35組
内　容 おやこっこミニミニ運動会
講　師 出石B&G海洋センター指導員 浦上 美佐子 ほか
申込期間 8日（金）～21日（木）

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

日　時 ほっとたいむ 28日（木）午前11時～
おやこふれあいたいむ 25日（月）午前10時30分～

場　所 子育て総合センター　ふれあい広場
対　象 就学前の乳幼児と保護者

内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふ
れあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。

その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター2階）土・日・月曜日休館

遊ぼう会
日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
場　所 城崎子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 自由遊びとおしゃべり会

母親交流会
日　時 29日（金）午前10時30分～正午
場　所 城崎子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者、妊婦
内　容 乳幼児相談・身体計測・友達づくり

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野児童館内）土（午後）・日・月曜日休館

わいわいコーラス♪♪
日　時 19日（火）午前10時～11時30分
場　所 竹野子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 みんなで楽しく歌おう

竹野浜で、家族みんなで砂遊び！
日　時 30日（土）午前10時30分～11時45分
場　所 竹野Ｂ＆Ｇ海洋センターの下
対　象 就学前の乳幼児と保護者、家族

内　容 一足早く夏の竹野浜を満喫し、砂遊びや宝探
しをします。

持ち物 砂遊びのおもちゃ、お茶
※帽子は必ずかぶってください。

（共催：図書館出石分館）
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館

☎23−0255  FAX 24−0952 （火曜日休館)

■中野勘太郎一座「瞼
まぶた

の母」
　幼いころに生き別れた母を捜し、一人旅を行く忠
太郎。旅路の果てに忠太郎を待っていた母と子の絆
を、涙と感動で描く本格人情時代劇の傑作です。
　７月12日（日）　２回公演
　　昼の部　開演13：00（開場12：30）
　　夜の部　開演18：30（開場18：00）
◇入 場 料　全席指定　Ａ席1,500円、Ｂ席1,000円、

桟敷席2,400円（当日券は各500円増）
◇チケット発売日　友の会　５月10日（日）
　　　　　　　　　一　般　５月20日（水）

■米村でんじろう先生のおもしろサイエンスショー
　でんじろう先生のあっと驚く不思議実験！間近で見てみ
ませんか。どんな実験が飛び出すかは見てのお楽しみ！

■−市民プラザ開館５周年記念−
第58回サロンコンサートスペシャル

　市民プラザ開館５周年を記念して、サロンコンサートの
スペシャル版をお送りします。気軽にお立ち寄りください。
　５月23日（土）　開演19：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　フリーサウンドオーケス

トラ、テリーズほか
◇内　容　生バンドvsボーカルによ

る昭和ポップス
◇入場料　無料

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館)

〒668−0031　大手町4−5
メールアドレスplaza@city.toyooka.lg.jp

■プラザ開館５周年記念メモリアル写真展
　市民プラザ開館５周年を記念して、５年間の市民
プラザ自主事業の写真を約100点を展示します。コン
サートや演劇など、市民プラザの活
動の様子をぜひ、ご覧ください。
　５月２日（土）〜31日（日）
◇場　所　交流サロン

■見てぇなダンス2009
　地元で活動しているダンサーたちによるダンスイベン
トを開催します。ジャズ・ヒップホップ・フラ・バレエな
どさまざまなジャンルのダンスが集まりました。
　５月17日（日）　開演14：30（開場14：00）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　15組　◇入場料　無料
◇託　児　託児（１歳半〜就学未満）を希望の方は、

５月７日（木）までに申し込みください。

　６月20日（土）
　　　　　開演13：30（開場13：00）
◇入場料　指定席2,500円
　　　　　自由席　大人2,000円
　　　　　中学生以下1,300円
　　　　　※中学生以下のきょうだ

い２人目以降500円
◇チケット発売中

■50歳からのドラマリーディング体験講座
　読みしばい｢ゆうゆうクラス｣参加者募集

　戯曲（お芝居の台本）を読んでみませんか。
◇講座期間　６月〜８月（主として水曜日）14：00〜16：00
　　　　　　※８月に「交流サロン」で発表公演を行

います。
◇場　　所　リハーサル室　◇受講料　無料
◇募集人員　10人程度　　　◇資格　50歳以上の方
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきに住所、

氏名、年齢、性別、電話番号、動機を
記入の上、持参、郵送、ファックスま
たはメールで申し込みください。

◇申込期限　５月31日（日）必着

出石文化会館ひぼこホール
☎52−6222  FAX 53−2131 （月・火曜日休館)

■加橋かつみ・真木ひでと＆
ザ・マイティマウス G

ジーエス

S F
フ ェ ス テ ィ バ ル

estival
　1960〜70年代の古き良き時代のＧＳサウンドに青
春の思い出を振り返りながら、共に歌い騒いで楽し
んでみませんか。
　８月１日（土）　開演18：30（開場18：00）
◇入 場 料　全席指定　Ａ席3,000円、Ｂ席2,500円、

桟敷席4,800円（当日券は各500円増）
◇チケット発売日　友の会　５月24日（日）
　　　　　　　　　一　般　６月３日（水）

■｢第６回高校生バンド☆バトル｣出場者募集
◇開催日時　８月22日（土）13:30〜
◇場　　所　ほっとステージ
◇資　　格　高校バンド（ソロ、グ

ループ、ジャンルを問
いません）

　　　　　　※代表者の保護者の同意が必要です。
◇申込方法　カセットテープ、ＭＤなどに得意な曲

１曲（オリジナル、コピーを問わない）
を録音し、市民プラザにある所定の応
募用紙に必要事項を記入の上、持参ま
たは郵送ください。

◇応募期間　６月１日（月）〜７月１日（水）必着
◇審査方法　応募のカセットなどにより一次選考を

行い、バンド☆バトル出場５団体を選
びます。その後、８月22日（土）の最終選
考で最優秀バンドを決定します。

　　　　　　※最優秀バンドには、「オリジナルチャ
ンピオンＴシャツ」と12月27日（日）
リハーサル室でのライブ開催権をプ
レゼントします。

■ロックフェスティバル実行委員募集
　豊岡市民プラザ自主事業「ロックフェスティバル」
の企画・制作、運営に積極的に参加できる方を募集
します。
◇開 催 日　10月25日（日）
◇場　　所　ほっとステージ
◇内　　容　ロックフェスティバル
◇募集人員　10人程度
◇資　　格　高校生以上の方（高校

生は保護者の同意が必要）
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきに住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を記入の上、
持参、郵送またはファックスで申し込
みください。

◇申込期限　５月31日（日）必着
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平成21年４月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

合　計   89,762人 （－299人）

男　性   42,946人 （－185人）

女　性   46,816人 （－114人）

世帯数   31,936世帯（－13世帯）

5月の主な行事
MAY

平成21年

₁₈（月）自然と遊ぼう（10：30～いずし古代学習館）

₁₉（火）わいわいコーラス  （10：00～竹野子育てセンター）
手作りおもちゃ
  （10：00～出石子育てセンター）

₂₀（水）豊岡市「生きもの共生の日」
わらべうた＆おりがみ遊び
  （10：00～出石子育てセンター）
さつまいも苗植え
  （10：00～但東子育てセンター）
遊ぼう会（10：30～城崎子育てセンター）

₂₁（木）甲種防火管理者新規講習  （9：00～豊岡市消防本部、～22日）
なかよしひろば（9：30～豊岡市民プラザ）

₂₂（金）

₂₃（土）豊岡市震災総合防災訓練 （9：30～旧竹野中学校跡地およびその周辺）
市民プラザ開館５周年記念第58回サロンコ
ンサートスペシャル（19：30～豊岡市民プラザ）

₂₄（日）第10回田結わかめ祭り（9：30～田結漁港）第14回奈佐森林公園まつり
  （9：00～奈佐森林公園）

₂₅（月）おやこふれあいたいむ  （10：30～子育て総合センター）

₂₆（火）

₂₇（水）

₂₈（木）絵本の読み聞かせ  （10：30～城崎子育てセンター）
子育てミニ講話
  （10：30～日高子育てセンター）

₂₉（金）第８回豊岡オープンガーデンショー  （～6月2日）
母親交流会（10：30～城崎子育てセンター）

₃₀（土）関西独立リーグ「明石レッドソルジャーズVS神戸９クルーズ」（13：00～コウノトリスタジアム）

₃₁（日）コウノトリに出遭える歴史の道ウォーキング  （9：00～ハチゴロウの戸島湿地ほか）
指定管理記念「参画と協働フォーラム」
  （13：30～日高文化体育館）
スポーツ講演会・水泳教室
  （9：30～竹野B&G海洋センター）
ＴＡＪＩＭＡＤＯＭＥフェスティバル2009
  （10：00～県立但馬ドーム）

₁（金）第16回企画展「古代陶芸の粋　須
す

恵
え

器
き

」展
  （9：00～但馬国府・国分寺館、～7月7日）
第44回企画展写真展「カザフの土地と暮らし」
（9：30～日本・モンゴル民族博物館、
  ～6月30日）

₂（土）市民プラザ開館５周年記念メモリアル写真展（9：00～豊岡市民プラザ、～31日）
笑いと健康講演会（14：30～じばさん但馬）

₃（日）憲法記念日
第23回北前まつり（9：30～竹野浜海水浴場）
大
おおいくべひょうす

生部兵主神社春の大祭
  （14：00～但東町薬王寺）
しょうぶ湯まつり（城崎温泉外湯、～5日）
神鍋ジュニアサッカースプリングカーニバル
  （県立但馬ドームほか、～5日）

₄（月）みどりの日

₅（火）こどもの日
幟まわし（13：00～出石神社）

₆（水）振替休日
ライトアップ記念ジャズコンサートin薬師堂
  （19：30～城崎町温泉寺）

₇（木）

₈（金）

₉（土）

₁₀（日）国際ソロプチミスト但馬第6回ユース・フォーラム2009（13：00～豊岡市民プラザ）
パパとあそぼうデー
  （10：30～日高子育てセンター）

₁₁（月）第88回水道まつり（10：30～寿公園ほか）

₁₂（火）

₁₃（水）

₁₄（木）
絵本の読み聞かせの会
  （10：30～日高子育てセンター）

₁₅（金）

₁₆（土）５時間耐久ジョギング・ウォーク  （8：00～植村直己記念スポーツ公園）

₁₇（日）見てぇなダンス2009  （14：30～豊岡市民プラザ）
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と
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お出かけください　

こころの創出の館
やかた

植村直己冒険館
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。
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Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

【表紙写真】　４月５日、｢豊岡の春まつり｣が市役所前広場で開催されました。フリーマーケットやどじょうすくいな
どでにぎわう会場には、３つのマスコットキャラクター（〈写真右から〉市の｢コーちゃん」、「オーちゃん｣、豊岡駅通
商店街の｢サンストちゃん｣）が登場し、まつりを盛り上げました。
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■所　在　地　豊岡市日高町伊府785
　　　　　　☎44-1515 FAX44-1514
■開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
■休　館　日　毎週水曜日（祝日、休日の場合は翌日）、年末年始（12月28
　　　　　　　　　日～1月4日）
■入　館　料　大人500円､65歳以上250円、高校生200円､小中学生150円
　　　　　　（市内在住の小中学生は無料）
■ホームページアドレス
　http://www3.city.toyooka.lg.jp/boukenkan/index.html

▲当館職員の小谷士郎が
　　　　　　　ご案内します。

▲展示室
　北極圏犬ゾリ単独行・エベレスト遠征・南極越冬などで愛用した装備
品約200点を展示。また、６つのテーマにそって冒険における「知恵と
技術」を紹介しています。展示ギャラリーでは、世界５大陸最高峰の頂
上石・家族へ綴った絵葉書・愛読書など約280点を「親しむ」「記す」「愛
でる」など７つのテーマに沿って展示しています。

▲クライミングウォール
　岩登り（横移動）体験が
楽しめます。

▲植村直己
　ふるさと公園
　植村直己の生家
に近いこの公園に
は、「高さへの挑戦」
を象徴して建てら
れたモニュメント
があります。

植村直己冒険賞
　平成８年に創設。世界的な冒険家・植村
直己の精神によって未知の世界を切り拓
き、人々に夢と希望、そして勇気を与えて
くれた創造的な行動（業績）を讃え、毎年１
人または１団体にこの賞を贈っています。

▲2008年「植村直己冒険賞」特別賞記者発表
　受賞者　堀江謙一さん（中央）

　昭和16年、日高町上
郷生まれ。
　進学した明治大学で
は山岳部に入部し、卒
業後、移民船でアメリ
カに渡り放浪登山の旅
が始まりました。
　世界で初めて５大陸
の最高峰登頂者とな
り、アマゾン河6,000
キロイカダ下り、北極
圏12,000キロ単独犬ゾ
リ旅、北極点犬ゾリ単独行など数々の偉業を達
成した日本を代表する世界的冒険家です。
　昭和59年1月、アラスカのマッキンリー登頂
成功後、下山途中で消息を絶ちました。同年4
月に国民栄誉賞を受賞し、今もなお、世界の人々
から愛され、賞賛されています。

植村直己プロフィール　建物の長さは、植村
直己の「距離への挑戦」
を表現し、通路は大地
を切り裂くクレバスを
イメージしています。
　植村直己がこよなく
愛したふるさとの美し
く厳しい自然にふれな
がら、冒険家植村直己
の業績と人間像を五感
を通して感じとってく
ださい。




